
◆「環境先進都市」をめざして 

　　　　　　　　　　京丹後市で小さなエネルギー革命 

◆民間の高度な知識と経験を活かす　まちづくりに着手 

　（社）日本ディスプレイ協会参与（元・会長）で日本デザイン協会理事 

　　　　　　　　　　　　　　　　高見慧さんを任期付幹部職員として採用 
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民間の高度な知識と経験を活かす 

　　　　　　　　まちづくりに着手 

　　高見慧さんを任期付幹部職員として採用 

民間の高度な知識と経験を活かす 

　　　　　　　　まちづくりに着手 

　　高見慧さんを任期付幹部職員として採用 

京丹後市初　弁護士常駐 

　京丹後ひまわり基金法律事務所　開所 

　　　　　　　　下浦弘章弁護士が着任 

京丹後市初　弁護士常駐 

　京丹後ひまわり基金法律事務所　開所 

　　　　　　　　下浦弘章弁護士が着任 

ちりめん
の魅力を

発信 

　　　京
丹後ちり

めん祭 ちりめん
の魅力を

発信 

　　　京
丹後ちり

めん祭 



 

　小型風力発電機の普及促進事業は、市民のみなさんが主体となって活動されている「京

丹後エコファミリー」が地域特性を活かして進めている全国的にもめずらしい先進的な

取り組みであり、平成18年度も継続して実施していきますので、興味をお持ちのかたは、

京丹後エコファミリー事務局（環境推進課内☎69-0230）へご連絡ください。 

　

風
の
力

を
電
気
に
変
え
る
風
力
発
電
は
、

太
鼓
山
風
力
発
電
所
の
よ
う
な
大
規
模
な
施
設
の

導
入
に
よ
る
活
用
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

家
庭
の
庭
や
家
屋
、
駐
車
場
や
公
園
な
ど
に
設
置

で
き
る
小
型
の
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
普
及

が
見
込
ま
れ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
と
し
て
研
究

開
発
が
活
発
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
性

能
向
上
、
価
格
低
下
が
進
み
、
数
十
万
円
で
設
置

で
き
る
実
用
的
な
機
種
も
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
に
少
し
で
も
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
海
風
の
強
い
京
丹
後
市

の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
環
境
施
策

の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
に

実
施
し
た
小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム

普
及
促
進
事
業
「
う
み
か
ぜ
風
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
モ
デ
ル
事
業
」
で
、

京
丹
後
市
内
に
十
一
基
の
小
さ
な
風

力
発
電
所
が
出
現
し
ま
し
た
。 

　
今
回
導
入
さ
れ
た
風
力
発
電
機
の

う
ち
一
台
は
、
京
都
府
の
補
助
を
受

け
て
京
丹
後
市
が
「
道
の
駅
て
ん
き

て
ん
き
丹
後
」
に
設
置
。
こ
の
風
力

発
電
機
は
、
京
都
府
内
の
中
小
企
業

と
京
都
府
が
中
心
と
な
っ
て
産
・
学
・

公
連
携
で
小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム

の
製
作
を
進
め
て
い
る
京
風
車
【
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
第
一
号
機
と
な

る
も
の
で
す
。 

　
そ
の
ほ
か
の
十
台
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
や
事
業
者
の
か
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
な
ど

が
協
働
で
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を
進
め
て
い
る

「
京
丹
後
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
が
中
心
と
な
り
、

小
型
風
力
発
電
機
の
見
学
会
や
、
メ
ー
カ
ー
を
招

い
て
の
機
種
紹
介
、
風
力
発
電
の
専
門
家
を
招
い

て
の
勉
強
会
な
ど
を
実
施
し
、
環
境
省
、
京
都
府
、

京
丹
後
市
の
支
援
を
受
け
て
、
京
丹
後
市
内
の
個

人
や
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
発
電
量
は
「
風
ま
か
せ
…
」
で
す
が
、
風
況
の

よ
い
場
所
に
設
置
で
き
れ
ば
、
家
電
製
品
や
停
電

時
な
ど
の
非
常
用
電
源
と
し
て
大
い
に
活
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
教
材

と
し
て
環
境
保
全
意
識
啓
発
に
も
一
役
買
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
設
置
さ
れ
た
か
た
に
設
置
し
た
感
想
や
使
っ
て

み
て
の
感
想
を
聞
く
と
「
風
車
が
回
転
し
て
い
る

の
を
見
て
い
る
だ
け
で
癒
（
い
や
）
さ
れ
る
」
、

「
毎
日
の
天
候
が
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
こ
と
の
た
い
へ
ん
さ
を
実
感

し
た
」
な
ど
、
癒
し
の
効
果
や
環
境
意
識
の
高
揚

な
ど
の
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
京
丹
後
市
内
で
小
型
の
風
力
発
電
機
の
設
置
が

進
む
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に
優
し
い
京
丹
後
市
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
・
観
光
の
両

面
か
ら
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
内
に
無
尽
蔵
に
存
在
す
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。 

 

設置されたそれぞれの機器の活用方法 

「
道
の
駅
て
ん
き
て
ん
き
丹
後
」
に
設
置
し
た
小
型
風
力
発
電
機 

 

　○設置場所　道の駅てんきてんき丹後 

　○活用方法　併設した啓発看板の音響装置、ＬＥＤ照明、玩具のモータ

ー、夜間の照明に使用されています。今後、データ取得を

進め、他の活用方法についても検討を進めることとしてい

ます。 

　風のない日が続いても発電が可能な太陽光発電との併設（ハイブリ

ッド）システムにすることにより、商用電源から完全に独立した自然

エネルギー発電所となっています。 

●京風車【ＫＹＯＷＩＮＤ】プロジェクト 

　「京都議定書」誕生の地の京都の環境産業の成長を促し、京都

発の新しい産業ブランドを創出することを目的に、府内の中小企

業連合体（京丹後市内の業者を含む４社）が京都府の支援を受け

ながら小型の風力発電機を製作し、販路開拓を視野に入れて進め

ている風力発電システム製作プロジェクトです。今回の第１号機は、

住民のみなさんや観光客のかたなどの環境意識の啓発をはじめ、

設置した風力発電機の実証データの取得も目的としています。 

 

 

　○活用方法　・農作業場の電源 

　　　　　　　・商品陳列ケースなどの電源 

　　　　　　　・工場内の照明電源 

　　　　　　　・家屋内の家電製品の電源 

　○定格出力　760Ｗ～1560Ｗ 

「道の駅てんきてんき丹後」に設置した 

　　　　　　　　　　　小型風力発電機 

農
作
業
場
に
建
て
ら
れ
た
小
型
風
力
発
電
機 

 

 

　○活用方法　・老人福祉施設内の照明電源 

　　　　　　　・家屋内の家電製品の電源 

　　　　　　　・電気店内の電源 

　　　　　　　・環境学習施設の電源および

新エネルギー学習教材 

　○定格出力　460Ｗ 
老人福祉施設に建てられた 

　　　　　　小型風力発電機 

環境学習施設に建てられた 

　　　　　　小型風力発電機 

京丹後市で小さなエネルギー革命！！ 
 11基の小さな風力発電所が出現！！ 
京丹後市で小さなエネルギー革命！！ 
 11基の小さな風力発電所が出現！！ 

「
環
境
先
進
都
市
」
を
め
ざ
し
て
一
歩
前
進 

平成18年５月 平成18年５月 広報きょうたんご広報きょうたんご

3 2

京風車【ＫＹＯＷＩＮＤ】プロジェクト風力発電機　１台 ▲

直線翼垂直水平軸型の小型風力発電機

　　　　　　（太陽光発電併設型含む）４台

▲

 プロペラ型の小型風力発電機　　　

　　　　（太陽光発電併設型）　６台

▲

” 

“ 



　
峰
山
町
の
小
西
区
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の
避
難
場
所
な
ど
の
機
能
を
あ
わ
せ

も
つ
「
小
西
公
民
館
」
を
整
備
さ
れ
ま
し

た
。 

　
今
回
完
成
し
た
公
民
館
は
、
木
造
瓦
葺

き
平
屋
建
て
、
延
床
面
積
一
二
七
・
八
㎡

で
、
事
業
費
は
約
三
千
五
百
二
十
二
万
円
。

和
室
（
二
間
・
二
十
畳
）、
洋
間
（
八
畳
）、

調
理
室
（
十
畳
）
を
設
け
る
と
と
も
に
、

身
体
に
障
害
の
あ
る
か
た
も
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
大
型
の
扉
が
取
り
付
け
ら
れ
た

ト
イ
レ
を
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
段
差
の
な

い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
や
さ
し
い
つ
く
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
四
月
十
六
日
に
は
竣
工
式
が
開
か
れ
盛

大
に
完
成
を
祝
い
、
谷
口
幸
作
区
長
さ
ん

は
「
新
公
民
館
の
整
備
は
、
長
年
の
区
民

の
夢
。
多
く
の
か
た
が
気
軽
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
け
る
、
や
さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
あ

ふ
れ
る
場
と
し
て
、
大
い
に
活
用
し
て
い

き
た
い
」
と
完
成
の
喜
び
を
話
さ
れ
て
い

ま
す
。 

京丹後ひまわり基金法律事務所　開所 

下
浦
弘
章
弁
護
士
が
着
任

下
浦
弘
章
弁
護
士
が
着
任 

下
浦
弘
章
弁
護
士
が
着
任 

テープカットを行い開所を祝いました 

下浦弘章弁護士（中央）、近畿弁護士会

連合会・松岡康毅理事長（左）、京都弁

護士会・田中彰寿会長（右） 

住　　所　〒627-0012　京丹後市峰山町杉谷664-1 
電話番号　☎69-5260 
開業時間　9：00～18：00

京丹後ひまわり基金法律事務所 

市役所 

峰山 
総合福祉センター 

峰山織物センター 

京丹後ひまわり基金 
　　　　法律事務所 

　
京
丹
後
市
で
初
め
て
と
な
る
常
駐
弁
護
士
事
務
所
「
京

丹
後
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」
が
、
三
月
二
十
八

日
に
開
設
さ
れ
、
下
浦
弘
章
弁
護
士
が
着
任
さ
れ
ま
し

た
。 

　
同
事
務
所
は
、
弁
護
士
が
い
な
い
か
一
人
し
か
い
な

い
「
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
」
と
呼
ば
れ
る
弁
護
士
過
疎
地
域

を
解
消
し
よ
う
と
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
会
員
か
ら

特
別
会
費
と
し
て
募
ら
れ
た
「
ひ
ま
わ
り
基
金
」
を
活

用
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
全
国
で
五
十
九
番
目
、

京
都
府
内
で
は
宮
津
市
、
南
丹
市
園
部
町
、
亀
岡
市
に

次
い
で
四
番
目
。 

　
三
月
二
十
八
日
に
は
事
務
所
前
で
開
所
を
祝
い
、

下
浦
弁
護
士
、
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
の
松
岡
康

毅
理
事
長
、
京
都
弁
護
士
会
の
田
中
彰
寿
会
長
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う
と
と
も
に
祝
賀
会
が
催
さ

れ
、
下
浦
弁
護
士
の
着
任
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
祝
賀
会
に
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
や
京
都
弁
護
士

会
の
弁
護
士
、
法
曹
関
係
者
な
ど
約
五
十
人
が
出
席
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
出
口
治
男
副
会
長
が
「
下
浦
先

生
は
京
丹
後
市
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
活
動
を
続
け
て
い

か
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
ぜ
ひ
全
国

に
発
信
し
て
ほ
し
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
が
贈
ら
れ

る
と
と
も
に
、
下
浦
弁
護
士
は
「
地
域
の
か
た
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
信
頼
さ
れ
る
、
愛
さ
れ
る
事
務

所
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

地域コミュニティ活動の拠点を整備 小西公民館（峰山町小西）

京丹後市初　弁護士常駐 

京丹後ひまわり基金法律事務所　開所 

京丹後市初　弁護士常駐 

看板の除幕を行い 

　　　完成を祝いました 

（社）日本ディスプレイデザイン協会参与（元・会長）で、日本デザイン協会理事 

高見　慧(けい)さんを 
（社）日本ディスプレイデザイン協会参与（元・会長）で、日本デザイン協会理事 

高見　慧(けい)さんを 
市役所職員（任期付幹部職員）として招へい・採用 市役所職員（任期付幹部職員）として招へい・採用 

高見慧（たかみ　けい）さん　プロフィール 
 　　　　　　　　1937年（昭和12年）兵庫県佐用町生まれ 

<経　　歴> 

1958　　　桑沢デザイン研究所卒 

1959　　　銀座のウインドウディスプレイデザイン界にデビュー 

1960～65  主にアパレルを中心に全国店舗展開 

1970～80  青山に法人化事務所を開設　アパレル･時計宝飾

店舗の新展開 

1986～93  世界最大の時計宝飾フェアー（スイス・バーゼル市） 

　　　　　シチズンブースを担当 

1990～　　各地のまちづくりのセミナー作りに参加 

　　　　　　　　　　 （埼玉県大宮市・仙台市など多数） 

1998～03　（社）日本ディスプレイデザイン協会　会長 

2003～　　（社）日本ディスプレイデザイン協会　参与 

2003～　　日本デザイン協会　理事 

<主な作品> 

1960～75　ワコール全国小売店・百貨店売場ショールーム展開 

1970　　　新宿タカノ新ビル売場担当（クラマタデザインと共作） 

1985　　　青山スパイラル（ワコールアートセンター）プロデ

ュース担当 

　　　 　　青山スパイラル　レストランＫＡＹデザイン 

1970～85　旭硝子・松下電工商品開発に参加 

<主な受賞> 

　毎日産業デザイン賞 入賞 

　ＤＤＡディスプレイデザイン金賞ほか　６回 

　ＳＤＡサインデザイン金賞 

　ホンダ小型バイク指名コンペ グランプリ　ほか 

<作品集> 

　商空間の７人（共著）　　　 

　タカミデザインの仕事集　　　　　　（平成18年４月現在） 

　
東
京
に
在
住
で
、
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
デ
ザ
イ
ン
を
は
じ
め
各
種
デ
ザ

イ
ン
の
分
野
を
中
心
に
、
生
活
空

間
の
活
性
化
な
ど
の
う
え
で
全
国

最
高
レ
ベ
ル
で
多
角
的
に
活
躍
す

る
、
高
見
慧
（
け
い
）
さ
ん
（
現
・

日
本
デ
ザ
イ
ン
協
会
理
事
、
社
団

法
人
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ

ン
協
会
参
与
（
元
・
同
協
会
会
長
））

を
、
五
月
一
日
か
ら
二
年
間
の
任

期
で
市
役
所
職
員
（
企
画
政
策
部

総
合
戦
略
課
・
総
合
企
画
参
事
）

と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。（
な
お
、

こ
の
た
め
高
見
さ
ん
は
、
こ
の
間
、

京
丹
後
市
に
お
住
ま
い
に
な
り
ま

す
） 

　
今
回
の
民
間
の
か
た
の
採
用
は
、

専
門
的
な
知
識
経
験
ま
た
は
優
れ

た
識
見
を
も
っ
た
民
間
の
か
た
を
、

任
期
を
定
め
て
常
勤
の
一
般
職
職

員
と
し
て
採
用
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
三

月
議
会
で
「
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
に
関
す
る
条
例
」
が
制

定
・
新
設
さ
れ
た
本
制
度
を

初
め
て
導
入
し
た
も
の
で
す
。 

　
高
見
さ
ん
は
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
を
は

じ
め
各
種
の
生
活
空
間
の
活

性
化
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の

優
れ
た
知
見
・
経
験
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
各
種
の
デ
ザ

イ
ン
分
野
、
芸
術
系
分
野
を

は
じ
め
、
全
国
規
模
の
豊
富

な
人
脈
を
活
か
し
て
、
各
種
の
産

業
、
福
祉
や
文
化
・
芸
術
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
京
丹
後
市
の
魅
力

を
全
国
的
に
高
め
、
全
国
に
通
用

す
る
創
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

具
体
的
な
取
り
組
み 

●
「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー

ク
（
仮
称
）
」
の
創
設
・
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

　
丹
後
ち
り
め
ん
の
高
付
加
価
値

化
を
推
進
す
る
た
め
、
丹
後
ち
り

め
ん
の
生
地
を
活
用
し
て
洋
装
や

イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
へ
の
試
作
品
を

多
様
に
制
作
し
、
本
年
秋
に
そ
の

試
作
品
の
展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
。
ま
た
、
同
事
業
を
毎

年
開
催
し
、
丹
後
か
ら
ち
り
め
ん

の
高
付
加
価
値
情
報
を
発
信
す
る
。

●
「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー

ク
（
仮
称
）
」
を
は
じ
め
、
ち
り

め
ん
や
シ
ル
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
し
ま
す
。 

●
自
然
環
境
や
景
観
、
観
光
な
ど

京
丹
後
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
全

国
レ
ベ
ル
に
整
え
、
都
市
圏
と
の

交
流
を
本
格
的
に
活
性
化
し
ま
す
。 

●
高
齢
者
の
か
た
や
市
民
の
み
な

さ
ん
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
空
間
を
一
層
魅
力
的
、
快
適
に

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
な
ど
多
面
的
に
活
動
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
、
各
種

団
体
や
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
訪
問

し
て
、
実
情
や
課
題
な
ど
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、「
東

京
か
ら
見
た
『
京
丹
後
』
と
そ
の

魅
力
」（
仮
題
）
と
題
し
て
、「
出
前

講
座
」
な
ど
を
設
け
て
い
き
ま
す
。 

民間の高度な知識と経験を活かす　まちづくりに着手 民間の高度な知識と経験を活かす　まちづくりに着手 

高
見
慧
さ
ん 
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男
女
で
と
も
に
奏
で
よ
う
　
ま
ち
づ
く
り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

男
女
で
と
も
に
奏
で
よ
う
　
ま
ち
づ
く
り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 
男
女
で
と
も
に
奏
で
よ
う
　
ま
ち
づ
く
り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 

「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定

「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定 

「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定 

　計画の期間は、平成18年度から平成27年

度までの10年間としています。ただし、重点

目標は、達成までの期限を平成22年度までの

５年間とし、そのほかの基本施策などについ

ては、社会情勢の変化や計画の進捗状況に応

じて見直しを図るものとします。 

　男女がともに尊重し合い、それぞれの能力を発揮できる

よう、よいところをいかし合い、また、ときにはお互いを

補い合いながら人生をより豊かで充実したものへと高めて

いけるように、環境整備や気運づくりを図ります。また、

これによって、男女がともにまちづくりのハーモニーを奏で、

京丹後市の活力を高めていくことをめざします。 

　このため、京丹後市男女共同参画計画の基本理念を、次

のように掲げます 

※デュエットプラン21は、本計画の基本目標が21項目である

ことから名づけ、また21世紀という意味も表します。 

◆この計画では、基本方向として次の４つの柱に基づいて各分野の施策を展開しています◆ 

　就労やまちづくりなど、さまざまな

場において、男女が社会の対等な構成

員として、それぞれ責務を果たし、方

針の立案や決定に参画できるまちをめ

ざします。また、家庭生活においても

男女が相互に協力し合って充実した人

生を送れるまちをめざします。 

　個人としての尊厳を重んじ、男女が

性別による差別的扱いや暴力を受ける

ことがなく、それぞれの能力を発揮で

きるまちをめざします。 

　男女の相互協力や社会的支援のもと、

生涯を通じてともに健康な生活を営む

ことができるように、個人の意思が尊

重されながら安心して妊娠出産、子育

てや介護ができるまちをめざします。 

 

　男女がお互いについての理解を深め、

固定的な役割分担による社会制度や慣

行が、男女の社会における自由な活動

を阻害することのないように、あらゆ

る機会を通じて意識改革をめざします。 

　また、59の基本施策とともに、具体的な指標を示した42の重点目標と市民の目標

を掲げ、計画的かつ効果的に施策を推進していきます。 

平成18年度 平成22年度 平成27年度 

２　人権の尊重と、あらゆる暴力の根絶 

１　男女がともに参画するまちづくり ３　生涯を通じた健康と生活基盤の安定 

４　男女平等をめぐる意識改革 

※ジェンダー・エンパワーメント指数 

　女性が政治・経済活動に参加し、意思決定に参加できるかどうかを測る指標とされ、国会議員

に占める女性割合、専門職・技術職に占める女性割合、管理職に占める女性割合、女性の所得

を用いて算出されるものです。 

※人材開発指数 

　男女を問わず、平均寿命や教育水準、国民所得を用いて算出されるものです。 

　
市
で
は
、
「
京
丹
後
市
男
女
共
同

参
画
計
画
デ
ュ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
二
一
」

を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
は
、
京
丹
後
市
が
め

ざ
す
「
結
（
ゆ
）
い
の
心
」（
地
域

住
民
が
助
け
合
う
自
治
の
心
）
を

育
て
、
互
い
が
い
か
し
合
い
、
支

え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
協
働
」
と
「
共
創
」

の
理
念
の
も
と
に
、
「
男
女
で
と
も

に
奏
で
よ
う
　
ま
ち
づ
く
り
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、

具
体
的
な
施
策
を
進
め
る
も
の
で
す
。 

　
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
も
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
の

現
状
に
即
し
た
取
り
組
み
の
指
針

と
し
て
い
ま
す
。 

    

　
男
女
が
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、

責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く

そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
社
会

で
あ
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
国

内
外
に
お
い
て
長
い
年

月
を
経
て
今
日
に
至
る

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し

た
。 

　
日
本
で
は
、
日
本
国
憲
法
で
個

人
の
尊
重
と
法
の
下
の
平
等
が
う

た
わ
れ
、
男
女
平
等
の
実
現
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、「
男

女
共
同
参
画
基
本
法
」
や
「
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
Ｄ
Ｖ
法
）」

が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
展

開
も
見
ら
れ
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
経
て
も
、
国
際
的
な
指
標
か

ら
み
た
日
本
の
女
性
の
地
位
や
社

会
参
画
状
況
を
示
す
活
力
水
準
は

今
も
な
お
低
く
、
男
女
の
固
定
的

な
役
割
分
担
意
識
か
ら
、
就
労
の

場
や
政
策
・
方
針
決
定
の
場
に
お

い
て
、
ま
た
家
庭
に
お
い
て
、
男

女
が
対
等
な
構
成
員
と
し
て
個
性

と
能
力
を
発
揮
す
る
に
は
多
く
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。 

　
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

意
識
が
薄
れ
る
中
で
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
経
済
情
勢
の
変
化
、

労
働
力
不
足
へ
の
懸
念
な
ど
を
背

景
に
、
社
会
に
対
す
る
女
性
の
参

画
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

男女がともに 
参画するまちづくり 

人権の尊重と 
あらゆる暴力の根絶 

生涯を通じた 
健康と生活基盤の安定 

男女平等をめぐる 
意識改革 

総合的な 
取り組みの推進 

男
女
が
と
も
に
奏
で
よ
う 

　
ま
ち
づ
く
り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 

　
　
　
　
デ
ュ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン 

21

計画の期間 計画の理念
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重点目標 

計　　画 

ＧＥＭ世界ランキング 
（ジェンダーエンパワーメント指数※） 

上位10か国と日本 

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

日
本
︵
四
十
三
位
︶

カ
ナ
ダ

ド
イ
ツ

オ
ラ
ン
ダ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ベ
ル
ギ
ー

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

デ
ン
マ
ー
ク

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ＨＤＩ世界ランキング 
（人材開発指数※） 
上位10か国と日本 

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

日
本
︵
十
一
位
︶

ア
メ
リ
カ

ベ
ル
ギ
ー

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ス
イ
ス

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

カ
ナ
ダ

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

ノ
ル
ウ
ェ
ー

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」 

　
　
実
現
へ
の 

　
　
　
取
り
組
み
と
現
状 



  

　
従
来
の
高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
を
再
編
し

て
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
前
か
ら

の
介
護
予
防
を
推
進
す
る
た
め
に
、
▽
運
動

器
の
機
能
向
上
、
▽
栄
養
改
善
、
▽
口
腔
機

能
の
向
上
、
▽
閉
じ
こ
も
り
予
防
・
支
援
、

▽
認
知
症
予
防
・
支
援
な
ど
を
図
る
た
め
、

京
丹
後
市
が
主
体
と
な
り
「
地
域
支
援
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た
。 

  

　
「
地
域
支
援
事
業
」
の
実
施
に
よ
り
要
介

護
認
定
を
受
け
な
い
高
齢
者
の
か
た
を
、
三

年
間
で
三
百
六
十
九
人
創
出
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。 

    

　
要
支
援
１
お
よ
び
要
支
援
２
に
認
定
さ
れ

た
か
た
に
は
、
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
「
新

た
な
予
防
給
付
」
が
給
付
さ
れ
ま
す
。 

　
新
予
防
給
付
の
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
お

よ
び
「
分
室
」
が
中
核
と
な
り
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。 

  

　
新
予
防
給
付
の
実
施
に
よ
り
要
介
護
状
態

に
陥
ら
な
い
高
齢
者
の
か
た
を
、
三
年
間
で

三
百
十
八
人
創
出
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。 

  

　 

  

　 　
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
か
た
の
増
加
に

伴
っ
て
、
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
」（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
へ
の
入
所
を
申
し
込
ま
れ

て
い
る
か
た
は
、
三
百
五
十
七
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日
調

べ
） 

　
現
在
は
、
七
事
業
所
（
三
百
六
十
八
床
）

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
施
設

へ
の
入
所
希
望
に
応
え
る
た
め
に
、
今
後
三

年
間
に
百
床
の
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
の

整
備
を
進
め
ま
す
。 

  

　 

   

　
高
齢
者
の
か
た
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

市
内
を
旧
町
ご
と
の
六
つ
の
日
常
生
活
圏
域

に
わ
け
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
と
し
て
「
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
は
じ
め
ま
す
。 

　
「
通
い
」
を
中
心
と
し
て
、
随
時
「
訪
問
」

や
「
泊
ま
り
」
を
組
み
合
わ
せ
た
「
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
」
を
、
各
日
常
生

活
圏
域
に
一
〜
二
か
所
ず
つ
整
備
し
、
京
丹

後
市
全
体
で
合
計
十
一
か
所
整
備
し
ま
す
。 

　
ま
た
、「
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
」

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
は
、
各
日
常
生
活
圏

域
に
一
ユ
ニ
ッ
ト
ず
つ
の
整
備
を
め
ざ
し
、

三
年
間
で
未
整
備
の
二
圏
域
に
二
か
所
（
網

野
・
大
宮
）
を
整
備
し
ま
す
。 

  

　 

   

　
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
認
知
症
高
齢
者
の

か
た
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
分
室
」
が
中

心
と
な
っ
て
「
相
談
窓
口
」
の
充
実
を
図
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、

早
期
対
応
の
た
め
、
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
医
療
機
関
な
ど
と
の
連
携
体
制
を

強
化
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
図
る
と
と
も
に
、
認
知
症
高
齢
者
の

か
た
の
権
利
擁
護
に
努
め
ま
す
。 

      

　
総
合
的
な
介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
た
め
に
、
市
直
営
方
式
で
「
京
丹
後
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
設
置
。

（
セ
ン
タ
ー
一
か
所
・
分
室
五
か
所
） 

　
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
、
ま
た
分
室
に
は

保
健
師
を
配
置
し
、
次
の
四
つ
の
機
能
を
担

い
ま
す
。 

①
総
合
相
談
・
支
援 

②
虐
待
の
早
期
発
見
と
防
止
な
ど
の
権
利
擁
護 

③
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

ともに支えあい、安心して暮らせる 

 　　　　健康・福祉のまちづくりを推進 

ともに支えあい、安心して暮らせる 

 　　　　健康・福祉のまちづくりを推進 

「第３期 京丹後市高齢者保健福祉計画」を策定 「第３期 京丹後市高齢者保健福祉計画」を策定 

■
　
主
な
改
正
点
　
■ 

　
　
―
京
丹
後
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
め
ざ
す
も
の
― 

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を 

　
市
直
営
で
設
置
（
平
成
十
八
年
四
月
） 

■
新
予
防
給
付
の 

　
　
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施 

＝
　
第
３
期
京
丹
後
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
概
要
　
＝ 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
が
予

想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
、
成
熟
化
社

会
を
迎
え
た
今
、
高
齢
者
の
か
た
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
い
き
い

き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
を
創
る
と
と
も

に
、
「
京
丹
後
市
総
合
計
画
」
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
と
も
に
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
す
た
め
、
「
京
丹
後
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
」
を
策
定
。 

　
「
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
高

齢
者
福
祉
の
充
実
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、 

▽
在
宅
支
援
体
制
の
強
化
、
▽
社
会
参
加
の

促
進
、
▽
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
づ

く
り
、
▽
高
齢
者
の
人
権
尊
重
の
四
つ
を
計

画
の
視
点
と
し
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
二

十
年
度
ま
で
の
三
年
間
の
計
画
と
し
て
い
ま

す
。 

　 

 

■
地
域
支
援
事
業
を
創
設 

人口推計および要支援・要介護認定の推計 

 

総 人 口　　　　  ① 

65歳以上　　　　  ② 

　　　前期高齢者（65～74歳） 

　　　後期高齢者（75歳以上） 

高齢化率　③（②／①） 

要介護認定者総数　④ 

　　　要支援１・２ 

　　　要介護１～５ 

要介護認定者発生率（④／②） 

（65歳以上のうちの認定者比率） 

平成17年度 

65,129人 

17,536人 

8,439人 

9,097人 

26.9% 

2,522人 

317人 

2,205人 

14.4％ 

平成18年度 

64,639人 

17,722人 

8,422人 

9,300人 

27.4% 

2,723人 

631人 

2,092人 

15.4％ 

平成19年度 

64,051人 

17,841人 

8,298人 

9,543人 

27.9% 

2,787人 

932人 

1,855人 

15.6％ 

平成20年度 

62,867人 

18,067人 

8,048人 

10,019人 

28.7% 

2,870人 

1,012人 

1,858人 

15.9％ 

平成26年度 

58,884人 

18,686人 

8,257人 

10,429人 

31.7% 

3,529人 

1,242人 

2,287人 

18.9％ 

介
護
予
防
を
積
極
的
に
推
進

介
護
予
防
を
積
極
的
に
推
進 

介
護
予
防
を
積
極
的
に
推
進 

高
齢
者
福
祉
施
設
の

高
齢
者
福
祉
施
設
の 

　
　
　
　
　
　
　
整
備
を
推
進

　
　
　
　
　
　
　
整
備
を
推
進 

高
齢
者
福
祉
施
設
の 

　
　
　
　
　
　
　
整
備
を
推
進 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
創
出

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
創
出 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
創
出 

認
知
症
高
齢
者
支
援
策
を
推
進

認
知
症
高
齢
者
支
援
策
を
推
進 

認
知
症
高
齢
者
支
援
策
を
推
進 

重点課題 

　●高齢者の積極的な社会参加、

生きがい対策の推進 

　●壮年期からの健康づくり 

　●介護予防の推進 

　●高齢者に対するサービス提供

基盤の整備と質的向上 

　●高齢者の尊厳を支えるための

ケアシステムの構築 

〜
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実
〜

〜
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実
〜 

〜
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実
〜 
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市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
高
齢
者
福
祉
を
取
り
巻
く
新

た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
を

見
直
し
、「
第
三
期
京
丹
後
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

（
平
成
十
八
年
度
〜
二
十
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　

平
成
十
二
年
四
月
の
「
介
護
保
険
制
度
」
の
施
行

に
あ
わ
せ
、
合
併
前
の
各
町
で
「
第
一
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
三
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
計
画
に
基
づ
い
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
整
備
や
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。 

　

市
と
な
っ
た
平
成
十
六
年
四
月
に
、
高
齢
者
の
か

た
の
保
健
福
祉
施
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、

「
京
丹
後
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
各
種
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
が
、「
介
護
保
険
制
度
」
の
改
正
に
伴
う
「
介

護
予
防
の
推
進
」
や
「
認
知
症
ケ
ア
の
推
進
」
な
ど

新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
今
回
計
画
を
見
直

し
た
も
の
で
す
。 

　

同
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、「
京
丹
後
市
の

保
健
福
祉
に
関
す
る
意
識
調
査
」（
昨
年
三
月
実
施
）

の
実
施
結
果
や
こ
れ
ま
で
の
各
施
策
・
事
業
の
実
施

状
況
を
踏
ま
え
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
視
点
で
審

議
す
る
「
京
丹
後
市
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
審

議
会
」
で
慎
重
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

計
画
で
は
、
高
齢
者
の
か
た
を
対
象
と
す
る
保
健

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
供
給
確
保
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
確
保
、
介
護
予
防
事
業
の
円
滑
な
事
業
運
営
な
ど

に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。 



　
京
丹
後
市
が
行
っ
て
い
る
事
務

や
事
業
か
ら
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
削
減
を
目
的
に
「
京
丹
後
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
で
は
、
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
取
り
組

み
項
目
と
削
減
目
標
値
を
定
め
て

お
り
、
四
月
か
ら
す
べ
て
の
職
員

に
よ
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
」
の

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。 

    

　
平
成
十
六
年
度
の
京
丹
後
市
の

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
は
、
二

万
七
千
二
百
七
十
八
㌧
で
し
た
。

施
設
区
分
別
で
は
、
ご
み
焼
却
場

や
し
尿
処
理
場
な
ど
の
衛
生
施
設

が
約
半
分
を
占
め
、
要
因
別
で
は

電
気
使
用
に
よ
る
排
出
量
が
約
半

分
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
下
水
道
の
拡
充
や
そ

れ
に
伴
う
汚
泥
焼
却
な
ど
の
汚
水

処
理
事
業
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は
平

成
十
六
年
度
比
で
約
二
・
二
％
増

加
す
る
見
込
み
で
す
。 

     

　
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
、
汚

水
処
理
事
業
を
除
く
事
務
・
事
業

活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
、
平
成
十
六
年
度
比
で
八
・

八
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
す
。
ま
た
、
汚
水
処
理
事

業
を
含
め
た
全
活
動
に
お
い
て
は

四
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
ま
す
。 

    

　
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
七

十
五
項
目
の
職
員
全
員
が
取
り
組

む
べ
き
活
動
を
定
め
ま
し
た
。 

　
昼
休
み
の
一
斉
消
灯
、
ク
ー
ル

ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
徹
底
な

ど
の
直
接
的
な
削
減
活
動
の
ほ
か

に
、
グ
リ
ー
ン
購
入
や
緑
化
の
推

進
な
ど
の
社
会
全
体
の
排
出
削
減

に
向
け
た
活
動
に
も
取
り
組
み
ま

す
。 

  

   

　
取
り
組
み
の
実
施
状
況
や
目
標

達
成
状
況
は
、
年
度
ご
と
に
集
計

す
る
と
と
も
に
、
職
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
実
施
に
伴
う
問
題
提
起
や

改
善
提
案
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
必

要
に
応
じ
て
計
画
自
体
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
年

度
ご
と
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。 

最
高
水
準
の
「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
」
を
め
ざ
し
て

最
高
水
準
の
「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
」
を
め
ざ
し
て 
最
高
水
準
の
「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
」
を
め
ざ
し
て 

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定 
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定 

 

 

 

　平成22年度までに、京丹後市の事務・事業活動に伴う温室

効果ガス排出量を、平成16年度比で8.8％以上削減すること

を目標とします。 

※汚水処理事業も含めた全活動においては４％以上削減す

ることをめざします。 

 

  

〔電気〕 

■庁内や事業などで使用する電気を5.8％削減します。 

■汚水処理事業を含めても0.6％の増加にとどめます。 

〔燃料〕 

■庁舎などでの暖房用に使用する灯油を1.2％削減します。 

■事業などで使用する灯油を11.8％削減します。 

■給湯器やガスコンロに使用するＬＰＧ（液化石油ガス）を

7.5％削減します。 

■事業などで使用するＬＰＧを8.4％削減します。 

■事業などで使用する重油類を8.5％削減します。 

■事業などで使用する軽油を9.7％削減します。 

■公用車燃料を4.6％削減します。 

〔一般廃棄物焼却量の削減〕 

■一般廃棄物の焼却量を8.5％削減します。 

■上記のうち灰プラスチックの焼却量を15.1％削減します。 

〔汚泥焼却量の抑制〕 

■浄化槽汚泥などの焼却量を19.1％削減します。 

■下水汚泥の焼却量を78.5％の増加にとどめます。 

 

  

　目標達成のため、全職員が75項目の取り組みを実践します。 

平成22年度までに達成すべき項目別目標 

温室効果ガスの削減目標 

具体的な取り組み内容 

実
施
状
況
と
結
果
を
公
表

実
施
状
況
と
結
果
を
公
表 

実
施
状
況
と
結
果
を
公
表 

取
組
活
動
は
七
十
五
項
目

取
組
活
動
は
七
十
五
項
目 

取
組
活
動
は
七
十
五
項
目 

排
出
削
減
目
標

排
出
削
減
目
標 

　
　
　
　
「
八
・
八
％
以
上
」

　
　
　
　
「
八
・
八
％
以
上
」 

排
出
削
減
目
標 

　
　
　
　
「
八
・
八
％
以
上
」 

温
室
効
果
ガ
ス
の

温
室
効
果
ガ
ス
の 

　
　
　
　
排
出
状
況
と
将
来
推
計

　
　
　
　
排
出
状
況
と
将
来
推
計 

温
室
効
果
ガ
ス
の 

　
　
　
　
排
出
状
況
と
将
来
推
計 

温室効果ガス　排出要因別割合 温室効果ガス　施設区分別排出割合 

　峰山町 

　　矢田区 

　弥栄町 

　　溝谷区 

　網野町 

　　郷連合区 

大宮町　　　　　　　� 

口大野区 

剱鉾山太刀振保存会 
　丹後町 

　大山自治区 

　高齢者のかたの健康

維持を目的とした食生

活改善研修会などで利

用する調理実習設備と

研修用備品を整備 

　コミュニティ活動の推進のため、

運動会や夏祭りなど屋外事業で活用

するテントを整備 

久美浜町　 

　　蒲井区 

　冬期の地域住民の安心・

安全を確保し、地域のコ

ミュニティ活動を促進す

るため除雪機を整備 

　高齢者のかたか

らお子さんまで、

区民のかたが気軽

に集えるポケット

パークに屋外トイ

レを整備 

　地域活動の拠点施

設である集会所の備

品や祭用備品などを

整備 

　大山区最大のコミュニティ事業である秋祭り

で用いる神輿（みこし）の鳳凰や水引、神社の

ぼりなどを新調 

　伝統芸能の継承のた

め、太刀振り屋台の老

朽化した長胴太鼓・二

丁掛締太鼓を新調 

宝くじ助成で 

　コミュニティ活動の活性化 

宝くじ助成で 

　コミュニティ活動の活性化 
　宝くじの普及とともに、地域の活性化を願い、財団法

人自治総合センターでは、宝くじの売り上げ収益を財源

に地区が行うコミュニティ事業に対して、その事業費の

一部を助成されています。 

　同助成を受け、平成17年度には市内の７地区が「祭用

備品」や「除雪車」などを整備されました。 
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▲峰山町　 

　丹波区 

▲

▲

▲

▲

▲ ▲

その他　0.7％

衛生施設
48.2％

保健・医療・
福祉施設
13.7％

上下水道施設
13.4％

教育施設
8.7％

教育施設
8.7％

商工・
観光施設
6.1％

庁舎　4.9％ 公用車　2.6％

社会・文化施設　1.7％

その他　0.7％

電気
46.0％

廃プラ焼却
23.2％

灯油
9.2％

重油　7.0％重油　7.0％

汚水処理　6.8％

公用車　2.6％

LPG　2.1％ 汚泥焼却　1.4％

ごみ焼却　1.0％



　
非
行
や
犯
罪
を
な
く
し
、
過
ち
を
犯
し
た
か
た
の
立
ち
直
り

を
支
援
さ
れ
て
い
る
「
京
丹
後
地
区
更
生
保
護
女
性
会
」（
岡
田

ふ
さ
子
会
長
・
二
百
三
十
八
人
）
の
平
成
十
八
年
度
総
会
が
、

四
月
十
三
日
に
丹
後
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
松
風
苑
」（
丹
後
町

間
人
）
で
開
か
れ
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。 

　
更
生
保
護
女
性
会
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
か
た
な
ど
の
更
生
保

護
を
行
う
保
護
司
と
と
も
に
、
女
性
の
立
場
か
ら
地
域
社
会
の

犯
罪
・
非
行
の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
や
、
青
少
年
の

健
全
な
育
成
・
更
生
に
協
力
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

「
京
丹
後
地
区
更
生
保
護
女
性
会
」
は
、
昭
和
三
十
年
に
結
成

さ
れ
京
都
府
下
で
は
一
番
の
歴
史
を
も
ち
、
昨
年
に
結
成
五
十

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
岡
田
会
長
が
「
こ
の
地
域
か
ら
悲
し
い
事
件
な

ど
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
力
を
合
わ
せ
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
の
活
動
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

　
結
成
四
十
周
年
を
迎
え
た
「
京
都
府
更
生
保
護
女
性
連
盟
」

の
「
記
念
の
集
い
」
が
二
月
八
日
に
開
か
れ
、
永
年
に
わ
た
る

功
績
を
讃
え
京
丹
後
市
か
ら
次
の
か
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
特
別
功
労
賞
　
粟
倉
千
賀
代
さ
ん
（
峰
山
町
久
次
） 

　
　
　
会
長
特
別
表
彰
　
谷
岡
　
幸
子
さ
ん
（
峰
山
町
泉
） 

　
　
　
会
長
特
別
表
彰
　
難
波
　
信
子
さ
ん
（
丹
後
町
是
安
） 

　
　
　
会
長
特
別
表
彰
　
山
下
　
貞
代
さ
ん
（
網
野
町
下
岡
） 

京丹後地区更生保護女性会 

明るいまちづくりに 
　　　　　　決意新た 
明るいまちづくりに 
　　　　　　決意新た 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
土
地
改
良
功
労
者
と
し
て

全
国
土
地
改
良
功
労
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　
銅
章
を
受
章

　
　
　
　
　
　
銅
章
を
受
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
部
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
部
土
地
改
良
区

農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で

農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
を
受
賞

　
　
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
野
沖
田
営
農
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
野
沖
田
営
農
組
合

全
国
土
地
改
良
功
労
者
と
し
て

全
国
土
地
改
良
功
労
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　
銅
章
を
受
章

　
　
　
　
　
　
銅
章
を
受
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
部
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
部
土
地
改
良
区

農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で

農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
を
受
賞

　
　
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
野
沖
田
営
農
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
野
沖
田
営
農
組
合

全
国
土
地
改
良
功
労
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　
銅
章
を
受
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
部
土
地
改
良
区

農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
野
沖
田
営
農
組
合

　
全
国
土
地
改
良
功
労
者
と
し
て
、
海
部
土
地
改
良

区
（
小
國
真
一
郎
理
事
長
・
五
百
四
十
九
人
）
が
銅

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
海
部
土
地
改
良
区
は
、
二
五
三
ヘ
ク

タ
ー
ル

を
対
象
に
土
地

基
盤
整
備
を
施
し
、
区
画
の
拡
大
、
農
道
の
整
備
、

用
排
水
を
完
備
し
、
あ
わ
せ
て
農
地
の
集
団
化
を
図

り
大
型
機
械
の
共
同
利
用
に
よ
る
作
業
の
一
貫
体
系

を
め
ざ
し
、
営
農
規
模
の
拡
大
と
営
農
労
力
の
節
減

に
よ
り
農
業
経
営
の
近
代
化
と
生
産
性
の
向
上
に
大

き
く
寄
与
。 

　
ま
た
、
二
一
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
を
推
進

さ
れ
、「
田
ん
ぼ
生
き
物
調
査
」
な
ど
を
通
じ
て
、
土

地
改
良
施
設
の
重
要
性
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
な

ど
、
土
地
改
良
施
設
と
地
域
環
境
の
保
全
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
展
開
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
竹
野

沖
田
営
農
組
合
（
大
下
省
三
組
合
長
・
百
三
十
一
戸
）

が
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
竹
野
沖
田
営
農
組
合
は
、
平
成
十
六
年
六
月
に
結

成
。
小
作
料
の
一
括
前
払
い
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
、
土
地
所
有
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

農
地
流
動
化
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
六
年
度
末
の
集

積
は
二
九
・
六
ヘ
ク

タ
ー
ル

と
目
標
を
上
回
る
利
用
権
設
定
に

よ
り
、
五
人
の
担
い
手
農
家
に
集
積
。
こ
の
結
果
、

担
い
手
へ
の
利
用
集
積
率
は
八
三
・
一
％
と
な
り
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
農
作
業
・
維
持
管
理
の
軽
減
の
た
め
、
湛

水
直
播
や
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
に
も
取
り
組

む
一
方
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
も
展
開
さ
れ

る
な
ど
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

小國真一郎理事長 

大下省三組合長 

全
国
土
地
改
良
連
合
会
表
彰

全
国
土
地
改
良
連
合
会
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
土
地
改
良
連
合
会
表
彰

全
国
土
地
改
良
連
合
会
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
土
地
改
良
連
合
会
表
彰

 

新たに３件を指定京丹後市指定文化財 新たに３件を指定京丹後市指定文化財

網野郷土資料館 

 

個人 

団体（合計15人以上） 

大人 

300円 

200円 

小・中学生 

150円 

100円 

 

個人 

団体（合計15人以上） 

大人 

300円 

200円 

小・中学生 

100円 

100円 

丹後古代の里資料館 琴引浜鳴き砂文化館 

大谷古墳石棺および出土遺物大谷古墳石棺および出土遺物 
　　　　　　　　　（大宮町谷内）（大宮町谷内） 

大宮神社神像大宮神社神像 
　（弥栄町野中）　（弥栄町野中） 

平遺跡出土遺物平遺跡出土遺物 
　　　（丹後町平）（丹後町平） 
平遺跡出土遺物 
　　　（丹後町平） 

大谷古墳石棺および出土遺物 
　　　　　　　　　（大宮町谷内） 

大宮神社神像 
　（弥栄町野中） 

平
遺
跡
出
土
遺
物

平
遺
跡
出
土
遺
物 

（
平
成
八
年
度
発
掘
分
）
一
括

（
平
成
八
年
度
発
掘
分
）
一
括 

平
遺
跡
出
土
遺
物 

（
平
成
八
年
度
発
掘
分
）
一
括 

大
谷
古
墳
石
棺
お
よ
び
出
土
遺
物

大
谷
古
墳
石
棺
お
よ
び
出
土
遺
物 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
括 
大
谷
古
墳
石
棺
お
よ
び
出
土
遺
物 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
括 

大
宮
神
社
神
像
　
四
躯

大
宮
神
社
神
像
　
四
躯 

大
宮
神
社
神
像
　
四
躯 

平遺跡出土遺物 

大谷古墳出土遺物 

大
宮
神
社
女
神
像 

　
三
月
六
日
付
け
で
、「
平
遺
跡
出
土

遺
物
」
、
「
大
谷
古
墳
石
棺
お
よ
び
出

土
遺
物
」
、
「
大
宮
神
社
神
像
」
の
三

件
を
新
た
に
京
丹
後
市
指
定
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。 

    
　
平
遺
跡
は
、
丹
後
町
平
の
宇
川
河

口
左
岸
の
日
本
海
に
面
し
た
砂
丘
上

に
営
ま
れ
た
遺
跡
で
す
。
出
土
し
た
「
平

式
土
器
」
は
、
縄
文
時
代
中
期
末
の

近
畿
地
方
に
お
け
る
代
表
的
な
も
の

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
平
成
八
年
の
財
団
法
人
京
都
府
埋

蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発

掘
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
か
ら

晩
期
の
長
期
間
に
わ
た
る
縄
文
土
器

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
古

墳
時
代
中
期
後
半
の
石
敷
遺
構
や
製

塩
土
器
な
ど
も
出
土
し
て
い
ま
す
。 

　
平
遺
跡
は
、
丹
後
地
域
に
お
い
て

縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
の
極
め
て
重

要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
出
土
し

た
資
料
は
、
丹
後
地
域
の
縄
文
社
会

を
示
す
も
の
と
し
て
高
い
資
料
価
値

が
あ
り
、
平
成
八
年
度
発
掘
調
査
の

出
土
遺
物
を
京
丹
後
市
指
定
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。 

       
　
大
谷
古
墳
は
、
大
宮
町
谷
内
の
竹

野
川
上
流
右
岸
の
丘
陵
上
に
単
独
で

つ
く
ら
れ
た
全
長
三
二
メ
ー
ト
ル

の
古
墳
時

代
中
期
前
葉
の
古
墳
で
す
。 

　
組
合
式
箱
形
石
棺
が
納
め
ら
れ
、
鏡
・

玉
・
鉄
剣
の
副
葬
品
と
と
も
に
熟
年

女
性
の
人
骨
が
出
土
し
ま
し
た
。
網

野
銚
子
山
古
墳
な
ど
の
丹
後
地
域
の

最
高
首
長
の
も
と
に
い
た
在
地
の
女

性
小
首
長
の
墓
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
の
丹
後
地
域
の
社
会
構
造
を
考

え
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
も

の
と
し
て
、
石
棺
お
よ
び
出
土
遺
物

を
京
丹
後
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し

ま
し
た
。
な
お
、
石
棺
は
移
築
さ
れ
、

女
王
の
丘
と
し
て
公
園
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。 

   

　 　
大
宮
神
社
は
、
弥
栄
町
野
中
に
所

在
す
る
神
社
で
す
。 

　
神
社
に
は
、
神
像
（
男
神
、
女
神
、

僧
形
坐
像
）
三
躯
（
く
）
と
仏
像
（
如

来
坐
像
）が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
神

像
は
、
い
ず
れ
も
桧
（
ひ
の
き
）
の

一
木
造
り
で
高
さ
三
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

ほ
ど
で
す
。
如
来
坐
像
は
高
さ
一
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
像
で
、
神
仏
習
合
を
示

す
も
の
で
す
。
製
作
年
代
は
、
い
ず

れ
も
鎌
倉
時
代
と
推
定
さ
れ
、
正
慶

元
年
（
一
三
三
二
年
）
の
棟
札
（
む

な
ふ
だ
）
の
時
期
と
思
わ
れ
ま
す
。

神
像
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
資
料
の
中

で
は
、
保
存
状
態
が
比
較
的
良
好
で

数
少
な
い
優
品
で
あ
り
、
京
丹
後
市

指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。 

            

 

個人 

団体（合計15人以上） 

大人 

200円 

120円 

小・中学生 

100円 

  60円 

　４月１日から京丹後市立資料館（網野郷土資料館・丹後古代の里資料館）および琴引浜鳴き砂文化館の入

館料を改定しました。 

　今回の改定により、３館ともに身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳をお持ちのかたと介

護者のかた（障害者のかた１人につき１人）は無料としました。一般入館料は次のとおりです。 

平成18年５月 平成18年５月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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■男女別人口 

■人　口 

 

 

峰 山 町 

大 宮 町 

網 野 町 

丹 後 町 

弥 栄 町 

久美浜町 

計 

 

平成17年 

6,286人 

5,177人 

7,397人 

3,148人 

2,687人 

5,336人 

30,031人 

 

平成12年 

6,490人 

5,174人 

7,693人 

3,426人 

2,907人 

5,709人 

31,399人 

 

増　減 

△204人 

3人 

△  296人 

△  278人 

△  220人 

△  373人 

△1,368人 

 

増減率 

△3.143%  

 0.058%  

△3.848%  

△8.114%  

△7.568%  

△6.534%  

△4.357%

 

平成17年 

6,973人 

5,580人 

7,964人 

3,397人 

3,018人 

5,761人 

32,693人 

 

平成12年 

7,074人 

5,631人 

8,363人 

3,738人 

3,225人 

6,148人 

34,179人 

 

増　減 

△  101人 

△    51人 

△  399人 

△  341人 

△  207人 

△  387人 

△1,486人 

 

増減率 

△1.428%  

△0.906% 

△4.771% 

△9.123% 

△6.419% 

△6.295% 

△4.348%

男 女 

■世帯数 

 

峰 山 町 

大 宮 町 

網 野 町 

丹 後 町 

弥 栄 町 

久美浜町 

計 

平成17年 

4,788世帯 

3,728世帯 

4,998世帯 

2,298世帯 

1,802世帯 

3,351世帯 

20,965世帯 

平成12年 

4,602世帯 

3,404世帯 

4,966世帯 

2,375世帯 

1,779世帯 

3,366世帯 

20,492世帯 

増　減 

186世帯 

324世帯 

32世帯 

△77世帯 

23世帯 

△15世帯 

473世帯 

増減率 

4.042% 

9.518% 

0.644% 

△3.242%  

1.293% 

△0.446%  

2.308%

平成12年 

13,564人 

10,805人 

16,056人 

7,164人 

6,132人 

11,857人 

65,578人 

増　減 

△  305人 

△    48人 

△  695人 

△  619人 

△  427人 

△  760人 

△2,854人 

増減率 

△2.249%  

△0.444% 

△4.329%  

△8.640% 

△6.963% 

△6.410% 

△4.352%

 

峰 山 町 

大 宮 町 

網 野 町 

丹 後 町 

弥 栄 町 

久美浜町 

計 

平成17年 

13,259人 

10,757人 

15,361人 

6,545人 

5,705人 

11,097人 

62,724人 

　昨年10月１日現在で実施しました「平成

17年国勢調査」の速報値がまとまりました。 

　京丹後市における人口および世帯数は次

のとおりです。 

（確定値は、秋ごろに発表される予定です） 

国勢調査にご協力いただき 
　　　　ありがとうございました 
国勢調査にご協力いただき 
　　　　ありがとうございました 

一丸となり　市民のみなさんの 

　　生命と財産を守る　市消防団 

一丸となり　市民のみなさんの 

　　生命と財産を守る　市消防団 
　
京
丹
後
市
消
防
団
の
「
任
命
辞
令
交
付
式
」
が
、

四
月
二
日
に
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
（
網
野
町
網
野
）
で

開
か
れ
、
百
七
十
九
人
の
新
入
団
員
を
迎
え
、

岡
孝
団
長
の
も
と
一
千
七
百
七
十
九
人
で
の
新
し

い
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
三
百
八
十
六
人
の
新
役
員
と
新
入
団

員
に
辞
令
が
渡
さ
れ
た
後
、
新
入
団
員
を
代
表
し

て
畠
中
隆
一
さ
ん
（
網
野
第
四
分
団
第
一
部
）
が

「
何
人
を
も
恐
れ
ず
良
心
に
従
い
、
忠
実
に
消
防

の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、

岡
団
長
が
退
団
さ
れ
た
か
た
の
ご

労
苦
に
対
し
お
礼
を
述
べ
、
新
入
団
員
の
み
な
さ

ん
を
激
励
す
る
と
と
も
に
「
こ
れ
ま
で
各
町
ご
と

に
思
い
思
い
の
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
市
消
防
団
が
発
足
し
て
二
年
が
経
ち
、
新
体

制
に
な
り
徐
々
に
一
つ
に
ま
と
め
て
い
き
た
い
」

と
訓
示
。
ま
た
、
中
山
市
長
が
「
日
ご
ろ
は
多
忙

な
生
業
を
持
た
れ
な
が
ら
『
地
域
の
こ
と
は
地
域

で
守
る
』
と
い
う
郷
土
愛
護
の
崇
高
な
精
神
と
旺

盛
な
責
任
感
を
も
っ
て
、
市
民
の
財
産
と
生
命
を

守
る
た
め
献
身
的
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
感
謝
と

敬
意
を
表
し
ま
す
。
新
た
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
み

な
さ
ま
も
、
一
日
も
早
く
消
防
団
活
動
に
馴
れ
て

い
た
だ
き
、
地
域
防
災
の
向
上
の
た
め
に
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
来
賓
か
ら
は
、
感

謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

役員のみなさん役員のみなさん役員のみなさん
（本部付分団長以上・敬称略） 

団　長　 岡　　孝（網野町網野） 

副団長　安田　伸幸（峰山町五箇） 

副団長　田中　宏明（大宮町周枳） 

副団長　関　幸一郎（網野町小浜） 

副団長　道家　徹司（丹後町岩木） 

副団長　羽賀　義昌（弥栄町野中） 

副団長　白岩　秀一（久美浜町平田） 

本部付分団長　荻野　正昭（峰山町荒山） 

本部付分団長　藤村　泰之（大宮町口大野） 

本部付分団長　吉岡　和弘（網野町網野） 

本部付分団長　中山　一久（丹後町竹野） 

本部付分団長　久江　康幸（弥栄町須川） 

本部付分団長　田中　　誠（久美浜町新谷） 

元
小
・
中
学
校
長

元
小
・
中
学
校
長

　
故
野
村
重
光
さ
ん

　
故
野
村
重
光
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
・
中
学
校
長

元
小
・
中
学
校
長

　
故
野
村
重
光
さ
ん

　
故
野
村
重
光
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
・
中
学
校
長

　
故
野
村
重
光
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章遺族のかたに勲記と勲章が 

伝達されました 

　
元
小
・
中
学
校
長
の
故
野
村
重
光
さ
ん
（
久
美
浜
町

大
井
）
が
「
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
こ

の
た
び
吉
岡
京
都
府
丹
後
教
育
局
長
か
ら
遺
族
の
か
た

に
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
野
村
さ
ん
は
、
昭
和
十
九
年
九
月
の
京
都
市
太
秦
国

民
学
校
訓
導
を
は
じ
め
と
し
て
、
三
十
七
年
間
に
わ
た

っ
て
教
育
現
場
に
お
い
て
優
れ
た
教
育
実
践
を
積
み
、

大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
校
長
と
し
て
の
八
年
間
は
、
赴
任
し
た
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
伝
統
と
特
色
を
活
か
し
た
学
校
運
営
を

着
実
に
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
次
代
を
見
据
え
た
学

校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
絶
え
ず
模
索
す
る
姿
勢
を

も
ち
、
持
ち
前
の
温
厚
で
快
活
な
人
柄
を
発
揮
し
て
指

導
に
あ
た
ら
れ
、
そ
の
功
績
に
は
多
大
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
の
十
三

年
間
は
久
美
浜
町
社
会

教
育
委
員
を
、
平
成
五

年
か
ら
六
年
の
二
年
間

は
丹
後
地
区
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
長
を

務
め
ら
れ
る
な
ど
、
社

会
教
育
振
興
に
も
多
大

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

そ
の
功
績
を
讃
え
受
章

さ
れ
ま
し
た
。 

　
元
小
学
校
長
の
故
竹
本
毅
さ
ん
（
峰
山
町
菅
）
が
「
正

六
位
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
こ
の
た
び
吉
岡
京

都
府
丹
後
教
育
局
長
か
ら
遺
族
の
か
た
に
勲
記
と
勲
章

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
竹
本
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
の
木
津
小
学
校

を
振
り
出
し
に
、
三
十
九
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
精

勤
で
卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
学
校
教
育
の
進
展
に
多

大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
特
に
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
の
四
年
間
は
小
学
校
長

と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
通
し
て
児
童
の
豊
か
な

感
性
を
涵
養
す
る
た
め
大
い
に
貢
献
。
美
術
鑑
賞
の
機

会
を
設
け
る
た
め
、
京
都
府
学
校
芸
術
祭
教
育
美
術
展

の
作
品
を
借
り
受
け
、
丹
後
地
方
北
部
展
と
し
て
開
催

し
、
児
童
は
も
と
よ
り
多
く
の
地
域
住
民
が
児
童
生
徒

の
作
品
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
美
術
教
育
の
振
興
に
も

力
を
注
が
れ
る
な
ど
、
そ
の
手
腕
と
指
導
力
を
大
い
に

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
元
年

か
ら
六
年
間
に
わ
た

っ
て
、
大
宮
町
教
育

委
員
会
指
導
主
事
と

し
て
、
小
・
中
学
校

の
学
力
の
充
実
を
は

じ
め
、
指
導
援
助
体

制
の
要
と
し
て
ご
貢

献
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
故
竹
本
毅
さ
ん

　
故
竹
本
毅
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
故
竹
本
毅
さ
ん

　
故
竹
本
毅
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
学
校
長

　
故
竹
本
毅
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章遺族のかたに勲記と勲章が 

伝達されました 

新
入
団
員
百
七
十
九
人
を
迎
え

新
入
団
員
百
七
十
九
人
を
迎
え 

　
　
　
　
　
　
　
　
新
体
制
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
新
体
制
ス
タ
ー
ト 
新
入
団
員
百
七
十
九
人
を
迎
え 

　
　
　
　
　
　
　
　
新
体
制
ス
タ
ー
ト 

新入団員179人を迎え、 

　　　新たな体制でスタートを切りました 
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平
成
十
五
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た

「
健
康
増
進
法
」
二
十
五
条
で
は
、

受
動
喫
煙
（
他
人
の
タ
バ
コ
の
煙
を

吸
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
）
に
よ
る

健
康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
施

設
管
理
者
は
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
学
校
や
病

院
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
役
所
な

ど
の
官
公
庁
施
設
、

飲
食
店
、
デ
パ
ー
ト

な
ど
多
数
の
か
た
が

利
用
す
る
施
設
に
お

い
て
は
、
「
禁
煙
」

ま
た
は
「
煙
の
漏
れ

な
い
分
煙
」
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
会
で
は
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
徐
々

に
進
ん
で
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
京
丹
後

市
に
お
い
て
は
法
律
を
遵
守
で
き
て

い
る
施
設
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。 

 

　
禁
煙
席
を
設
け
て
い
る
だ
け
で
　

　
　
　
は
分
煙
と
は
言
え
ま
せ
ん
！ 

   

 

  

    

　
タ
バ
コ
は
、
医
学
的
に
は
「
百
害

あ
っ
て
一
利
な
し
」
で
す
。
タ
バ
コ

の
害
を
列
挙
し
ま
す
。 

①
発
が
ん
物
質
を
含
み
、
左
図
の
よ

う
に
喉
頭
が
ん
、
肺
が
ん
を
は
じ

め
、
全
身
の
発
が
ん
リ
ス
ク
を
高

め
る
。 

②
慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
な
ど
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

の
発
症
・
進
行
に
最
も
影
響
を
及

ぼ
す
。 

③
タ
バ
コ
を
吸
い
始
め
た
年
齢
が
若

い
ほ
ど
、
発
が
ん
リ
ス
ク
や
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
発
症
リ
ス
ク
が
増
え
る
。 

 

 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

あなたの健康 

　　応援します 

1983年　自治医科大学卒業 

　　　　 府立医科大学第二内科入局 

  

日本呼吸器内視鏡学会　専門医・指導医 

日本医師会認定　産業医・健康スポーツ医 

日本体育協会公認　スポーツドクター 

自治医科大学　卒後指導委員 

国保間人診療所 

　　辻本　庄司　所長 

〜
禁
煙
（
卒
煙
）
の
勧
め
〜

〜
禁
煙
（
卒
煙
）
の
勧
め
〜 

〜
禁
煙
（
卒
煙
）
の
勧
め
〜 

④
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
こ
と
に
よ
り

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の
発
作
を
引
き

起
こ
す
。 

⑤
動
脈
硬
化
の
促
進
・
血
管
収
縮
作

用
が
あ
り
、
心
筋
こ
う
そ
く
、
脳

こ
う
そ
く
、
手
先
・
足
先
の
壊
死

の
原
因
と
な
る
。 

⑥
妊
娠
中
の
喫
煙
は
、
早
産
、
流
産
、

死
産
な
ど
の
原
因
と
な
り
、
胎
児

だ
け
で
な
く
生
後
の
成
長
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
。
ま
た
、
乳
幼
児

が
気
管
支
炎
・
気
管
支
ぜ
ん
そ
く

に
か
か
り
や
す
く
な
る
。 

⑦
胃
か
い
よ
う
や
十
二
指
腸
か
い
よ

う
の
発
症
、
再
発
リ
ス
ク
を
高
め

る
。 

⑧
歯
周
病
を
引
き
起
こ
し
、
歯
が
抜

け
た
り
口
臭
が
強
く
な
る
。
歯
や

歯
肉
が
黒
ず
む
。 

⑨
タ
バ
コ
税
に
よ
る
収
入
を
は
る
か

に
上
回
る
社
会
的
損
失
（
医
療
費

の
増
加
、
火
災
に
よ
る
損
失
、
労

働
力
損
失
な
ど
）
を
も
た
ら
す
。 

⑩
肌
の
老
化
を
進
行
さ
せ
る
た
め
、

顔
色
が
く
す
み
、
肌
の
つ
や
が
な

く
な
る
。 

⑪
味
覚
・
嗅
覚
が
低
下
す
る
。 

　
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
引
き
起

こ
す
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
喫
煙

者
本
人
だ
け
で
な
く
受
動
喫
煙
に
よ

っ
て
も
起
こ
る
の
で
、
周
囲
の
か
た

に
も
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
と
い
う

点
で
重
要
で
す
。
も
は
や
マ
ナ
ー
に

頼
っ
て
い
る
だ
け
の
問
題
で
は
な
く

な
り
今
回
の
法
律
で
ル
ー
ル
づ
く
り

が
な
さ
れ
た
わ
け
で
す
。 

   

　
喫
煙
者
の
中
で
も
か
な
り
の
か
た

が
、
禁
煙
に
ト
ラ
イ
し
た
経
験
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
完
全
に
タ
バ
コ

と
縁
が
切
れ
た
か
た
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。「
意
志
が
弱
い
か
ら
」、「
ス

ト
レ
ス
が
か
え
っ
て
貯
ま
る
」
と
感

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
そ
う
で
は
な
く
、
「
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
」
と
い
う
病
気
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
か
ら
で
、
ニ
コ
チ
ン
の

血
中
濃
度
が
低
下
し
て
「
イ
ラ
イ
ラ
」

す
る
の
も
、
喫
煙
す
る
と
「
気
持
ち

よ
く
な
る
・
頭
が
す
っ
き
り
す
る
（
と

感
じ
て
い
る
）
」
の
も
ニ
コ
チ
ン
に
よ

る
脳
へ
の
作
用
な
の
で
す
。
こ
の
よ

う
に
意
志
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
の

で
、
対
策
方
法
を
き
ち
ん
と
し
な
い

と
タ
バ
コ
か
ら
卒
業
す
る
こ
と
は
非

常
に
困
難
な
の
で
す
。 

   

　
こ
こ
ま
で
読
ん
で
「
卒
煙
」
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
た
り
、
家

族
に
「
卒
煙
」
し
て
も
ら
い
た
い
か

た
に
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
卒
煙
」

の
た
め
の
『
あ
い
う
え
お
』
で
す
。 

あ
…
あ
か
る
く
や
め
よ
う
。
禁
煙
し

て
よ
く
な
る
こ
と
を
一
つ
で
も

頭
に
浮
か
べ
気
軽
に
始
め
ま
し

ょ
う
。 

い
…
い
っ
き
に
や
め
よ
う
。
少
し
ず

つ
本
数
を
減
ら
す
や
り
方
で
は

な
く
い
っ
き
に
断
ち
ま
し
ょ
う
。 

う
…
う
ご
い
て
や
め
よ
う
。
タ
バ
コ

を
吸
う
癖
を
な
く
す
た
め
に
身

体
の
あ
ち
こ
ち
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
。 

　
　
吸
い
た
い
時
に
ス
ト
レ
ッ
チ
し

た
り
、
冷
た
い
水
を
飲
む
こ
と

も
い
い
で
し
ょ
う
。 

え
…
え
ん
を
結
ん
で
や
め
よ
う
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
仲
間
を
つ
く
り

卒
煙
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

お
…
お
き
あ
が
り
こ
ぼ
し
で
や
め
よ

う
。
失
敗
し
て
も
め
げ
ず
に
何

度
で
も
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。 

　
が
ん
ば
っ
て
み
た
け
ど
ダ
メ
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

「
病
気
」
を
治
す
た
め
に
は
、
禁
煙

指
導
が
で
き
る
専
門
家
が
い
ま
す
。

最
近
で
は
ガ
ム
や
貼
り
薬
を
利
用
し

た
ニ
コ
チ
ン
置
換
療
法
も
あ
り
ま
す
。 

　
ど
う
し
て
も
う
ま
く
で
き
な
い
時

に
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
は
禁
煙
指

導
が
医
療
保
険
適
応
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
一
度
お
近
く
の
医
療
機
関
に

ご
相
談
さ
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

　
ま
た
「
卒
煙
」
は
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
防
煙
（
喫
煙
を
始
め
る
機
会

を
な
く
す
こ
と
）
は
比
較
的
簡
単
に

行
え
ま
す
。
家
庭
や
学
校
で
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
担
う
若
者
に
同
じ
苦
痛

と
不
利
益
を
与
え
な
い
た
め
に
社
会

全
体
が
努
力
す
べ
き
重
要
な
時
代
だ

と
思
い
ま
す
。 

健
康
増
進
法
を
ご
存
じ
で
す
か
？

健
康
増
進
法
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

健
康
増
進
法
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

で
は
な
ぜ
今
、
分
煙
化
が

で
は
な
ぜ
今
、
分
煙
化
が 

　
叫
ば
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
叫
ば
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

で
は
な
ぜ
今
、
分
煙
化
が 

　
叫
ば
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

な
ぜ
禁
煙
が

な
ぜ
禁
煙
が 

　
　
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

な
ぜ
禁
煙
が 

　
　
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

卒
煙
の
た
め
に

卒
煙
の
た
め
に 

卒
煙
の
た
め
に 

非喫煙者と比較した喫煙者のがんによる 

死亡の危険性（男性） 

全がん 1.65倍 

（全死因 1.29倍） 

喉頭がん 32.5倍 

  食道がん 2.2倍 

口腔がん 2.9倍 

肺がん 4.5倍 

肝臓がん 1.5倍 

子宮頚がん 1.6倍 

（女性） 

胃がん 1.5倍 

すい臓がん 1.6倍 

ぼうこうがん 1.6倍 

出典／平山雄.計画調査（1966～1982年） 

　「老化」による心身の衰えに対する早期発見、早期予防

のため、このたび65歳以上のかたに、「高齢者のための生

活機能調査」を行います。 

　「高齢者のための生活機能調査票」は、老化のサインを

いち早く発見し、適切な対策を行うことによって、いつま

でも「元気でいきいきとした生活」を送っていただくため

の検診内容の一つです。 

　この調査票は、検診を申し込まれた65歳以上のかた全員

にご案内します。また、この検診は基本健康診査の一部で

すので、調査票とあわせて、基本健康診査のご案内も行い

ます。ぜひ、この機会に受診しましょう。 
※受診を希望されないかたは、検診当日に会

場受付でその旨をお申し出ください。 

●転倒や栄養不良など、老化の危険性を判定

する質問（調査票） 

●基本健康診査（医師の診察、血液検査） 

　判定結果に応じて、どうすればいつまで

も元気で過ごせるか、といったお話を保健

師・栄養士が個別に行います。 

　また、必要なかたに、転倒などを予防す

るための教室を開催します。 

検診の内容 

⇩

　近年、日本人女性の乳がん発症率は上昇しています。特に、

40代、50代の働き盛りの年齢に多いがんです。 

○乳房レントゲン検査（マンモグラフィ）は、 

　　　　　　　　　　乳がんの早期発見にとても有効です 

　乳房を縦、または横に板で挟んで乳腺専用のレントゲン装置を

使用し、レントゲン撮影する検査で、ごく細かな乳腺の変化やし

こりをつくらない乳がんの発見に適しています。圧迫されるため

痛みを伴う検査です。市では、40歳以上のかたに２年に１回の

無料検診を実施しています。 

○自己検診のすすめ 

　乳がん患者の多くは、乳房のしこりなどの症状に気づいて受診

するケースが大部分です。普段から乳房の状態を確認する習慣を

つけ、異常があればなるべく早く医療機関を受診しましょう。 

●目で確認 

　　鏡の前で、腕を上げ下げしながら、乳

房にくぼみやひきつれ、左右の非対称が

ないか、また乳頭にも、くぼみやただれ

がないか、目で確認します。  

●しこりを探す 

　　４本の指をそろえ、その指の腹で乳房

を優しくなでて、しこりがないか、また

乳頭をつまんで分泌物がないかを調べま

す。乳房の大きいかたは、あおむけに寝

て行う方がわかりやすいでしょう。  

●乳房の上部外側に注意 

　　乳がんは、特に乳房の上部外側からわ

きの下にかけてできやすいので、念入り

にチェックしましょう。 

65歳以上のかたへ 
 ～高齢者のための生活機能調査を行います～ 

乳がん検診を受けましょう 

　～毎月の自己検診と、隔年のマンモグラフィ検診で早期発見を～ 

平成18年５月 平成18年５月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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病院・診療所など 
（保険医） 

かかった医療費 

患者さんが負担 国保が負担 

国保について知ろう！ 国保について知ろう！ 　前号（４月号）に引き続き、国民健康保険制度を

支える「国保税」についてご紹介します。 

は　い 

いいえ 

　「京丹後市国民健康保険」は、国保加入者のかたの税と、国などの公費をもとに運営されています。 

　平成16年度の京都府内13市の平均国保税（医療＋介護）は１人当たり77,585円、京丹後市では被

保険者のかたや医療機関、国、府の協力・援助によって61,073円となり、京都府下13市の中では綾

部市に次いで低い額となっています。（最高額は90,932円） 

　市では、今後もできる限り低い国保税となるような運営を心がけていきますので、みなさんのご協

力をお願いします。 

■保険税を納期内に納めていますか？ 

■保険税はみなさんの医療費の大切な財源となります 

■どうしてですか？ 

国保の加入者 

保険証でお医者さんにかかり保険証でお医者さんにかかり 

　　　　医療費の一部を負担　　　　医療費の一部を負担 

保険証でお医者さんにかかり 

　　　　医療費の一部を負担 

保険税などを財源に、保険税などを財源に、 

　　　　　医療費の残りを負担　　　　　医療費の残りを負担 

保険税などを財源に、 

　　　　　医療費の残りを負担 

京丹後市 
　　国保 

　災害や、失業、病気など

で、保険税の納付がどうし

ても難しいかたは、市民局

市民福祉課へご相談くださ

い。分割納付など、納付方

法についてご相談に応じま

す。（保険税の減免などを

受けられることもあります） 

　最初は「うっかり」でも、

滞納額がかさむと、ますま

す納めづらくなります。 

　また、１人でも納めない

かたがいると、支え合いの

国保の仕組み自体が成り立

たなくなってしまいます。 

　日本では、すべてのかた

が何らかの医療保険に加入

するように法律で義務づけ

られていますので、「加入

しない」という選択はでき

ません。 

　また、いつ、どんな病気

やけがをするかはだれにも

わかりません。安心して医

療を受けられるように、き

ちんと備えておきましょう。 

病気になっても医療費は 

全額自分で払えるから 

病院に行かないから 

特に理由はない 

ついうっかりして 

経済的に困難だから 

理
由
も
な
く
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
こ
ん
な
こ
と
に
！ 

①国民健康保険は相互扶助の制度です。

制度の根幹が損なわれます。 

 

②督促を受けたり、延滞金が加算され

る場合があります。 

 

③有効期間の短い保険証（短期被保険

者証）が交付されます。 

 

④国保の給付（療養費、高額療養費、

出産育児一時金など）のときに、国

保税の納付相談が必要となります。 

ご相談に応じます 

忘れずに納めましょう 

日本は国民皆保険 

保険税の納付 

保険証の交付 

国保の 
財　源 

保険税保険税 保険税 

国保税の納付 国保税の納付 

 

　
農
薬
や
た
い
肥
な
ど
の
使
用
に

つ
い
て
は
、「
農
薬
取
締
法
」、「
毒

物
及
び
劇
物
取
締
法
」
、
「
家
畜
排

せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
お
よ
び

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」、「
悪

臭
防
止
法
」
な
ど
に
基
づ
き
、
そ

の
適
正
な
使
用
を
行
う
も
の
と
し
、

次
の
事
項
を
遵
守
し
ま
す
。 

法
令
に
基
づ
く
基
本
的
留
意
事
項 

①
病
害
虫
の
除
去
な
ど
に
使
用
す

る
薬
剤
は
、
農
薬
取
締
法
に
基

づ
く
登
録
農
薬
・
特
定
農
薬
の

み
を
使
用
し
、「
農
薬
を
使
用
す

る
者
が
遵
守
す
べ
き
基
準
を
定

め
る
省
令
」
を
遵
守
す
る
。 

②
農
薬
容
器
ま
た
は
包
装
に
表
示

さ
れ
て
い
る
事
項
を
遵
守
す
る
。 

③
農
薬
取
締
法
に
基
づ
く
販
売
を

禁
止
さ
れ
た
農
薬
を
使
用
禁
止

と
す
る
。 

④
農
薬
の
使
用
状
況
の
記
帳
に
努

め
る
。 

⑤
登
録
失
効
農
薬
、
有
効
期
限
切

れ
農
薬
を
使
用
し
な
い
よ
う
に

努
め
る
。 

⑥
「
残
留
農
薬
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
」（
下
の
説
明
文
を
参
照
）

の
導
入
に
伴
う
、
一
層
の
農
薬

飛
散
の
防
止
に
努
め
る
。 

市
独
自
の
指
針 

農
業
者
の
か
た
の
遵
守
事
項 

①
防
除
な
ど
に
あ
た
っ
て
は
、
病

害
虫
の
発
生
状
況
を
勘
案
し
、

耕
種
的
防
除
法
な
ど
の
有
効
な

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
農
薬
使

用
量
の
抑
制
に
努
め
る
。 

②
住
宅
地
近
接
地
域
で
の
農
薬
飛

散
を
防
止
す
る
。（
左
下
「
住
宅

地
で
の
農
薬
使
用
」
を
参
照
） 

③
河
川
・
湖
沼
へ
の
流
失
防
止
、

周
辺
へ
の
飛
散
防
止
の
た
め
、

地
形
、
気
象
条
件
に
配
慮
し
た

必
要
最
小
限
の
使
用
に
努
め
る
。 

④
「
特
別
の
留
意
を
要
す
る
農
薬

（
メ
ソ
ミ
ル
剤
・
ク
ロ
ル
ピ
ク

リ
ン
剤
・
モ
リ
ネ
ー
ト
を
含
む

除
草
剤
）
」
の
使
用
に
あ
た
っ
て

の
留
意
事
項
を
遵
守
す
る
。 

⑤
未
熟
た
い
肥
の
利
用
を
回
避
し
、

た
い
肥
の
速
や
か
な
散
布
・
覆

土
に
よ
り
悪
臭
を
防
止
す
る
。 

⑥
家
畜
排
せ
つ
物
、
た
い
肥
の
農

地
へ
の
一
時
的
留
置
に
は
、
不

浸
透
性
素
材
で
被
覆
し
、
汚
臭
・

汚
水
の
発
生
を
防
止
す
る
。 

⑦
農
薬
飛
散
・
悪
臭
発
生
の
通
報

に
対
す
る
速
や
か
な
防
止
お
よ

び
解
決
に
努
め
る
。 

⑧
必
要
な
農
作
業
へ
の
理
解
を
得

る
た
め
、
市
民
へ
の
誠
意
あ
る

対
応
を
行
う
。 

⑨
農
薬
散
布
後
は
体
を
よ
く
洗
い
、

衣
服
を
着
替
え
、
作
業
後
は
飲

酒
を
控
え
十
分
な
休
養
を
と
る
。 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
事
項 

①
農
業
者
、
関
係
機
関
か
ら
示
さ

れ
る
情
報
に
関
心
を
払
い
、
農
業
・

農
作
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
努
め
る
。 

行
政
・
関
係
機
関
の
取
り
組
み
事
項 

①
農
薬
散
布
に
よ
る
市
民
の
み
な

さ
ん
の
不
安
や
被
害
を
解
消
す

る
た
め
の
指
導
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
。 

②
農
業
の
正
し
い
情
報
提
供
に
よ

る
農
業
者
の
か
た
と
消
費
者
の

み
な
さ
ん
の
相
互
理
解
の
促
進
、

地
産
地
消
と
食
育
教
育
に
努
め

る
。 

使
用
に
と
も
な
う
注
意
事
項 

①
農
薬
は
、
農
薬
取
締
法
に
基
づ

く
届
け
出
を
し
て
い
る
販
売
業

者
か
ら
購
入
す
る
。 

②
鍵
の
か
か
る
保
管
庫
で
保
管
す

る
。 

③
散
布
面
積
に
応
じ
た
量
を
調
整

し
、
す
べ
て
使
い
き
り
、
余
分

な
農
薬
を
保
持
し
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
。 

④
散
布
機
具
や
容
器
を
洗
浄
し
た

水
な
ど
は
、
河
川
な
ど
に
流
さ

ず
適
正
に
処
理
す
る
。 

　
空
き
容
器
な
ど
は
産
業
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
者
に
回
収
を
依
頼

す
る
。 

　
ご
不
明
な
点
な
ど
は
農
村
振
興

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
☎
六
九
ー
〇
四
二
〇 

１　メソミル剤 

　経口および吸入毒性が大きい。散布時は国家

検定に合格したマスクを使用したり、施設内で

は使用したりしないこと。 

２　クロルピクリン剤 

　劇物であり、常温でガス化しやすい。ガスは

人の粘膜を強く刺激。植物にも薬害を及ぼすので、

住宅密集地では使用しないこと。 

３　モリネ－トを含む除草剤 

　水産生物に影響があるため、養魚池に隣接し

たり、処理水が養魚池に流れ込むおそれがあっ

たりする水田では使用しない。 

特別の留意をする農薬 特別の留意をする農薬 

住宅地での農薬使用住宅地での農薬使用 住宅地での農薬使用 

　

市
で
は
、
農
薬
や
た
い
肥
な
ど
の
使
用
の
指
針
と
な
る
「
京

丹
後
市
に
お
け
る
農
薬
・
堆
肥
等
散
布
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
定
め
ま
し
た
。 

　

こ
れ
は
、
農
業
者
の
か
た
に
は
周
辺
住
民
へ
の
配
慮
を
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
必
要
な
農
作
業
へ
の
ご
理
解
を
い
た

だ
く
相
互
理
解
の
中
で
、
地
域
社
会
と
共
生
し
、
産
業
と
し

て
成
立
す
る
農
業
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
の
も
の
で
す
。 

　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
法
令
に
基
づ
く
基
本
的
留
意
事

項
と
農
業
者
の
か
た
や
市
民
の
み
な
さ
ん
、
行
政
の
行
為
に

関
し
て
市
独
自
の
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。 

地
域
社
会
と
共
生
す
る
農
業 

地
域
社
会
と
共
生
す
る
農
業

地
域
社
会
と
共
生
す
る
農
業 

地
域
社
会
と
共
生
す
る
農
業 

農
薬
農
薬
・
た
い
肥
使
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

た
い
肥
使
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

農
薬
・
た
い
肥
使
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

※詳しくは、市民局市民福祉課または医療保険

課（☎69-0220）へお問い合わせください。 

１　学校、保育所、病院、住宅地に近接する公園な

どの公共施設内の植物、街路樹および住宅地に近

接する森林などでは、病害虫の発生や被害の有無

に関わらず定期的な農薬散布は避け被害発生時は、

剪定や捕殺による防除に努めること。 

２　１の発生状況を踏まえ、やむを得ず農薬を使用

する場合や住宅地に近接する農地での農薬使用は、

使用回数量の削減、風向きや天候に配慮するとと

もに、できる限り事前に近隣住民へ周知する。 

「ポジティブリスト制度」とは、残留基準の設

定されていない農薬が一定量残留する食品の流

通を禁止することで、基準値は「人の健康を損

なう恐れのない量」として0.01ppmとなってい

ます。つまり、原則すべて禁止し、使える農薬

だけを認め、リストとしているものです。 
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特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
状
況
は
、

表
６
の
と
お
り
で
す
。
市
長
や
市
議

会
議
員
な
ど
特
別
職
の
報
酬
は
、
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
審
議
を
経
た

う
え
、
市
議
会
の
議
決
を
得
て
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

職
員
手
当
の
状
況
は
、
表
５
に
示
す
と
お

り
で
す
。 

 

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
は
、
年
間
四
・
四

か
月
分
で
国
家
公
務
員
と
同
じ
で
す
。 

 

扶
養
手
当
・
住
居
手
当
は
、
国
の
制
度
と

同
じ
で
す
が
、
通
勤
手
当
に
つ
い
て
は
、
通

勤
距
離
区
間
を
細
か
く
わ
け
て
い
ま
す
。 

 

退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
の
場
合
は
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
丹
後
市
は
、

府
内
三
市
二
十
六
町
村
二
十
組
合
で
組
織
し

て
い
る
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

に
加
入
し
て
お
り
、
こ
の
組
合
の
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（平成17年４月１日現在） 

表６　特別職の報酬等の状況 

市　長 

助　役 

収入役 

議　長 

副議長 

議　員 

給料月額等 

920,000円 

740,000円  

670,000円  

450,000円  

400,000円  

380,000円  

区　　分 

給
料 

報
酬 

期末手当 

 

 ６月期　1.6月分 

12月期　1.7月分 

  計 　　 3.3月分

※加算措置あり 

（平成17年４月１日現在） 
表４　一般行政職の級別職員数の状況 

区分 

標準的な 

職務内容 

職 員 数 

構 成 比 

１級 

 

 

  1人 

0.2%

２級 

 

 

14人 

3.0%

３級 

 

 

42人 

9.1%

４級 

 

 

121人 

26.1%

５級 

主　任 

132人 

28.5%

７級 

課長、室 

長、主幹 

64人 

13.8%

計 

 

  

463人 

100.0%

  ８級 

部長、 

市民局長 

  18人 

  3.9%

６級 

 

 

71人 

15.4%

主事補、技師補、主事、技師 

表５の１　職員手当の状況 
（平成17年４月１日現在） 

区　分 

期末手当 

勤勉手当 

退職手当 

京丹後市 

（17年度支給割合） 

　　　　  　期　末　　 勤　勉 

  6月期 1.4月分 0.7月分 

12月期 1.6月分 0.7月分 

    計 3.0月分 1.4月分 

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり 

（支給率）　自己都合　   勧奨・定年 

勤続20年 21.00月分 27.30月分 

勤続25年 33.75月分 42.12月分 

勤続35年 47.50月分  59.28月分 

最高限度額  59.28月分 59.28月分 

 

その他の加算措置 

　定年前早期退職特別措置 

　　　　　　　　　（2%～20%加算） 

国 

（17年度支給割合） 

　　　　  　期　末　　 勤　勉 

  6月期 1.4月分 0.7月分 

12月期 1.6月分 0.7月分 

    計 3.0月分 1.4月分 

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

（支給率）　自己都合　   勧奨・定年 

勤続20年 21.00月分 27.30月分 

勤続25年 33.75月分 42.12月分 

勤続35年 47.50月分  59.28月分 

最高限度額  59.28月分 59.28月分 

 

その他の加算措置 

　定年前早期退職特別措置 

　　　　　　　　　（2%～20%加算） 

表５の２　職員手当の状況 
（平成17年４月１日現在）  

区分 

 

扶養手当 

 

 

住居手当 

 

 

 

 

通勤手当 

内　　　　　　　　容 

配偶者　13,500円、配偶者以外２人まで6,000円（ただし、扶

養親族でない配偶者を有する場合の１人目の子など6,500円）、

その他１人につき5,000円（ただし、特定期間にあってはそれ

ぞれの額に5,000円を加算した額）  

新築・購入５年まで2,500円 

借家は家賃に応じ上限は27,000円  

①交通機関などの利用者 

　6か月を超えない最長期間の定期代 

　　　　　　　　　　　　（限度額　１か月あたり55,000円） 

②自動車などの利用者（片道２㎞以上） 

　２㎞以上３㎞未満　3,000円 

　３㎞以上　１㎞増すごとに600円を3,000円に加算した額 

　最高支給限度額　24,500円 

③併用者　①+②の額（限度額　1か月あたり55,000円） 

職
員
手
当
の
状
況

職
員
手
当
の
状
況 

職
員
手
当
の
状
況 

特
別
職
の
報
酬

特
別
職
の
報
酬 

特
別
職
の
報
酬 

  

図
１
は
、
平
成
十
七
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
職
員
給

与
費
の
状
況
で
す
。 

 

職
員
数
は
、
八
百
七
十
九
人
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
給
与
の
総
額
は

五
十
二
億
五
千
四
十
二
万
円
で
、
一

人
当
た
り
五
百
九
十
七
万
円
に
な
り

ま
す
。 

 

そ
の
他
の
手
当
と
は
、
扶
養
・
通
勤
・

時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
で
、
退
職
手

当
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

   

表
１
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

現
在
の
一
般
行
政
職
と
技
能
労
務
職

職
員
の
平
均
給
料
月
額
お
よ
び
平
均

年
齢
の
状
況
で
す
。 

 

一
般
行
政
職
と
は
、
職
員
の
う
ち

税
務
職
、
医
師
、
医
療
技
術
職
、
看

護
師
、
消
防
職
、
企
業
職
、
保
健
師
、

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
技
能
労
務

職
な
ど
の
職
種
を
除
い
た
も
の
を
い
い
、

技
能
労
務
職
と
は
調
理
員
、
作
業
員
、

運
転
手
な
ど
を
い
い
ま
す
。 

 

な
お
、
平
均
給
与
月
額
に
は
、
給

料
お
よ
び
扶
養
・
通
勤
・
住
居
手
当

な
ど
を
含
み
ま
す
。
給
料
と
は
、
本

俸
（
基
本
給
）
の
こ
と
で
す
。 

   

表
２
は
、
職
員
の
初
任
給
の
状
況

を
表
し
た
も
の
で
す
。 

 

一
般
行
政
職
の
学
歴
別
初
任
給
を

国
家
公
務
員
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、

初
任
給
ま
た
採
用
二
年
経
過
後
の
給

料
額
と
も
に
同
じ
金
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
就
職
前
に
職
歴
な
ど
が
あ
る

場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ
ら
ず
そ
の
経

歴
と
実
情
に
配
慮
し
て
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
市
職
員
の
経
験
年
数
別
・

学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
表

３
の
と
お
り
で
す
。 

 

市
の
一
般
行
政
職
の
給
料
表
は
、

国
家
公
務
員
に
適
用
さ
れ
て
い
る
行

政
職
俸
給
表
（
一
）
に
準
じ
、
一
級

か
ら
八
級
ま
で
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

表
４
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
現

在
の
級
別
職
員
数
を
表
し
た
も
の
で
す
。 

 

該
当
す
る
職
員
四
百
六
十
三
人
の

級
別
職
員
数
と
標
準
的
な
職
務
内
容
は
、

表
に
示
す
と
お
り
で
す
。 

　地方公務員の給与は、地方公務員法の趣旨に沿った給与制度とその

運用が図られ、適正な給与水準を維持し、加えて、地方公務員の給与が、

地域住民の租税負担によってまかなわれていることを考えると、市民

のみなさんの納得と支持が得られるものでなければなりません。その

ためにも、適正な給与制度およびその運用を図る必要があります。 

　そこで、「平成17年度地方公務員給与実態調査」などをもとに、本市

の職員給与などの状況を公表します。 

　ここで公表します給与などは、すべて税や保険料などを差し引く前

の額で、いわゆる手取り額ではありません。 

表１　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 
（平成17年４月１日現在） 

　区分 

京丹後市 

一般行政職 技能労務職 消　防　職 

平均給料月額 

329,756円 

平均給与月額 

385,009円 

 平均年齢 

42歳6月 

平均給料月額 

306,242円 

平均給与月額 

321,524円 

 平均年齢 

48歳2月 

平均給料月額 

305,127円 

平均給与月額 

374,475円 

 平均年齢 

40歳6月 

（平成17年４月１日現在） 

図１　職員給与の状況 

（平成17年４月１日現在） 

表２　職員の初任給の状況 

区　分 

京丹後市 国 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

決定初任給 

170,700円 

138,800円 

決定初任給 

170,700円 

138,800円 

採用２年経過日 
給　料　額 

184,400円 

148,500円 

採用２年経過日 
給　料　額 

184,400円 

148,500円 

（平成17年４月１日現在） 

表３　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

区　分 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

経験年数20年 

　344,475円 

　313,100円 

経験年数10年 

　259,220円 

　205,700円 

経験年数15年 

　314,113円 

　260,900円 

職 員 給 与 の あ ら ま し  

職
員
給
与
費
の
状
況

職
員
給
与
費
の
状
況 

平
均
給
料
月
額
、
平
均
給
与
月
額

平
均
給
料
月
額
、
平
均
給
与
月
額 

　
　
　
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況

　
　
　
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況 

初
任
給
と
経
験
年
数
別
給
料

初
任
給
と
経
験
年
数
別
給
料 

級
別
職
員
数

級
別
職
員
数 

職
員
給
与
費
の
状
況 

平
均
給
料
月
額
、
平
均
給
与
月
額 

　
　
　
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況 

初
任
給
と
経
験
年
数
別
給
料 

級
別
職
員
数 

給　料 
34億1,376万円 
（65.0％） 

合　計　52億5,042万円　　職員数 879人 

期末・勤勉手当 
13億4,064万円 
（25.5％） 

その他の手当 
4億9,602万円 
（9.5％） 

　本市の職員給与などの状況は、市のホームページ 

http://www.city.kyotango.kyoto.jp/kyotango/jinjigyosei/index.htmlに詳しく

掲載しています。 

　また、他市などとの比較については、今後、下記アドレスに掲載される予定

です。 

○総務庁のホームページhttp://www.soumu.go.jp/menu_02/chiho/index.html

の「地方公共団体の給与・定員管理の状況」 

○京都府のホームページhttp://www.pref.kyoto.jp/tiho/kyuyo/index.html
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課長補佐、 

主査 



団
体
へ
の
補
助
金
に
対
す
る 

市
の
考
え
方
は 

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
補
助
金
を
一
律
一

〇
％
削
減
し
て
交
付
す
る
と
聞
き
ま
し
た
。 

　

特
に
団
体
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
は

一
律
に
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

市
の
補
助
金
見
直
し
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

【
市
内
・
団
体
】 

行
革
指
針
に
基
づ
き
平
成
十
八
年

度
は
一
〇
％
削
減
し
て
い
ま
す 

　

市
に
は
、
こ
れ
ま
で
補
助
金
の
交
付
に
関

す
る
統
一
的
、
か
つ
、
明
確
な
基
準
と
な
る

も
の
が
な
く
、
補
助
対
象
経
費
な
ど
の
ば
ら

つ
き
や
、
旧
町
の
補
助
金
を
そ
の
ま
ま
引
き

継
い
だ
も
の
が
あ
り
、
不
均
衡
な
実
態
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
昨
年
十
月

に
、
市
財
政
の
健
全
化
を
図
り
、
か
つ
、
市

と
し
て
真
に
必
要
な
も
の
を
見
極
め
、
補
助

金
を
よ
り
的
確
で
効
果
的
な
も
の
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
『
京
丹
後
市
補
助
金
の
見
直
し

指
針
』
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

こ
の
指
針
で
は
、
総
額
抑
制
の
方
策
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
金
を
一
律
に
一
〇
％

削
減
し
た
う
え
で
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る

補
助
金
総
額
と
の
差
額
分
を
交
付
対
象
者
の

事
情
な
ど
を
考
慮
し
て
積
み
戻
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
体
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
被
交
付
団
体
が
多
額
の
余
剰
金
・
積
立

金
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
、
補
助
率
が
過
度

と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
活
動
内
容
が
団
体

の
目
的
と
ず
れ
て
い
な
い
こ
と
、
地
域
に
お

け
る
公
平
性
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
交
付
基

準
と
し
、
さ
ら
に
、
自
助
・
自
立
が
求
め
ら

れ
る
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て
は
、
交
付
期

限
を
原
則
と
し
て
三
年
以
内
と
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

　

今
回
の
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

団
体
を
担
当
す
る
部
局
に
お
い
て
一
定
の
説

明
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
関
係
者

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
よ
く
お
聞
き

し
な
が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　

十
八
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

考
え
る
場
）
な
ど
を
開
催
し
、
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
る
中

で
、
よ
り
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
や
市

の
施
策
に
合
致
し
た
補
助
金
体
系
と
な
る
よ

う
に
見
直
し
指
針
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
補

助
金
に
つ
い
て
毎
年
精
査
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
行
財
政
改
革
推
進
室
】 

国
道
１
７
８
号
と
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
を
つ
な
ぐ
市
道
の
拡
幅
を 

　
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
（
網
野
町
俵
野
〜
久
美

浜
町
三
分
間
）
が
開
通
し
ま
し
た
が
、
俵
野

側
の
国
道
１
７
８
号
ま
で
の
接
続
道
路
（
市

道
）
が
狭
く
、
中
途
半
端
な
感
じ
で
、
せ
っ

か
く
の
新
道
が
も
っ
た
い
な
い
感
じ
で
す
。

「
道
路
は
市
の
財
産
」
と
い
う
考
え
で
松
ヶ

崎
踏
切
と
市
道
拡
幅
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
に
よ
り
、
通
勤
時
間
帯
の
交
通
量
が
増

え
、
通
学
の
児
童
と
接
触
事
故
な
ど
が
起
き

な
い
か
心
配
で
す
。
踏
切
の
改
修
は
、
莫
大

な
経
費
が
か
か
る
と
か
国
道
１
７
８
号
バ
イ

パ
ス
の
計
画
が
あ
り
、
完
成
す
れ
ば
交
通
量

が
減
る
と
の
理
由
で
実
現
し
な
い
の
は
、
残

念
で
す
。 

　
踏
切
拡
幅
に
つ
い
て
、
京
丹
後
市
も
出
資

し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ

に
強
く
要
望
願
い
た
い
で
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

木
津
バ
イ
パ
ス
工
事
に
あ
わ
せ
で
き

る
だ
け
早
期
の
事
業
化
に
努
め
ま
す

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
の

開
通
に
伴
い
国
道
１
７
８
号
ま
で
の
市
道
木

津
田
村
線
の
交
通
量
が
増
え
て
お
り
、
地
元

区
か
ら
も
こ
の
接
続
道
路
の
改
良
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

こ
の
市
道
は
、
未
改
良
で
歩
道
も
な
い
状

況
で
あ
り
、
通
勤
時
間
帯
の
交
通
量
が
増
え

た
こ
と
で
、
橘
小
中
学
校
へ
通
学
す
る
子
ど

も
た
ち
が
危
険
で
あ
る
と
い
う
話
は
伺
っ
て

い
ま
す
。 

　

現
在
、
京
都
府
に
お
い
て
木
津
バ
イ
パ
ス

の
網
野
工
区
に
つ
い
て
計
画
中
で
あ
り
、
国

道
と
市
道
の
交
差
点
の
設
計
協
議
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
す
。
今
後
、
市
道
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
は
、
交
差
点
の
設
計
協
議
の
推
移

を
注
視
し
関
係
づ
け
な
が
ら
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
「
木

津
バ
イ
パ
ス
が
完
成
す
れ
ば
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
の
交
通
量
が
減
り
、
そ
の
た
め
に
改
良
は

や
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
話
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。 

　

今
後
、
踏
切
改
良
を
行
う
場
合
は
市
が
事

業
主
体
と
な
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
り
、
残
念
な
が
ら
す
ぐ
に
行
え
る
と
い
う

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
分
に
検
討
を

行
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
事
業
化
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

道
路
は
不
特
定
多
数
の
か
た
が
利
用
さ
れ

る
社
会
資
本
で
あ
り
、
改
良
や
維
持
修
繕
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
区
か
ら
も
要
望
を
い
た

だ
き
、
重
要
度
や
緊
急
性
な
ど
に
応
じ
て
箇

所
決
定
し
予
算
化
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
区
長
さ
ん

へ
ご
一
報
い
た
だ
く
と
市
の
担
当
部
局
へ
伝

わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
区
を
通

じ
て
ご
相
談
い
た
だ
く
な
ど
の
方
法
も
ご
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 【

土
木
課
】 

希
望
者
全
員
が
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
で
き
る
よ
う
対
策
を 

　

核
家
族
や
共
働
き
が
主
流
に
な
っ
て
き
て

い
る
現
在
、
子
ど
も
の
面
倒
を
み
る
こ
と
の

で
き
な
い
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
定
員
が
あ
り
定
員

以
外
の
子
ど
も
は
鍵
を
持
っ
て
学
校
に
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　

最
近
子
ど
も
に
関
す
る
事
件
が
多
い
中
、

子
ど
も
が
家
に
一
人
で
い
る
と
い
う
こ
と
は

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

暖
房
器
具
を
使
う
こ
の
時
期
に
も
し
も
の

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
だ
小
学
三
年
生
の
子

ど
も
で
は
対
応
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
な

に
か
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
と
思
い
ま
す
。

会
場
が
狭
い
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
利
用

で
き
な
い
の
は
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
何
と

か
対
策
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 

施
設
面
や
運
営
面
で
工
夫
し
多
く

利
用
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す 

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
「
保
護
者
の
就
労

な
ど
に
よ
り
放
課
後
の
家
庭
保
育
が
か
け
る

児
童
に
対
し
、
適
切
な
遊
び
お
よ
び
生
活
の

場
を
与
え
る
」
と
い
う
趣
旨
で
、
旧
町
当
時

か
ら
実
施
し
て
い
た
峰
山
・
大
宮
・
網
野
に

加
え
、
昨
年
度
は
久
美
浜
町
で
開
設
し
、
平

成
十
八
年
度
か
ら
は
弥
栄
町
・
丹
後
町
で
も

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　

定
員
に
つ
い
て
は
「
お
お
む
ね
二
十
五
人
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
峰
山
・
大
宮
・
網
野
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
申
込
者
が
多
数
あ

り
、
そ
の
中
で
、
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
る

状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
の
基
準
と
し

て
利
用
の
適
否
に
つ
い
て
選
考
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
十
七
年
度
当
初
の
利
用
者
数

は
、
峰
山
三
十
六
人
、
大
宮
二
十
八
人
、
網

野
二
十
六
人
と
な
っ
て
お
り
、
定
員
以
上
で

あ
っ
て
も
対
象
児
童
や
保
護
者
の
状
況
な
ど

を
審
査
確
認
の
う
え
、
基
準
に
該
当
す
れ
ば

利
用
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　

ご
意
見
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
施
設
面
や

指
導
体
制
の
点
か
ら
制
約
が
あ
る
の
も
事
実

で
、
施
設
面
で
い
え
ば
、
峰
山
・
網
野
に
お

い
て
は
他
目
的
の
施
設
の
一
部
を
利
用
し
て

い
る
状
態
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
活

動
で
き
る
場
と
し
て
は
、
不
十
分
な
点
が
あ

り
ま
す
。 

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
か
た
が
年
々
増
加
す

る
傾
向
の
中
、
適
切
な
規
模
の
施
設
確
保
は

緊
急
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
で

は
ほ
か
に
適
当
な
施
設
が
見
込
め
な
い
状
態

で
す
。
運
営
面
で
の
工
夫
な
ど
も
含
め
、
一

人
で
も
多
く
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
考
慮

し
、
一
層
の
改
善
努
力
を
続
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

な
お
、
具
体
的
な
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
お
気
軽
に
保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
へ
ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
子
育
て
支
援
課
】  

ＱＡＱ

Ａ

ＱＡ

　ご意見箱へのご意見には、お名前や連絡先をご記入い

ただいているかたにつきましては、直接お答えもさせて

いただいています。一方、お名前や住所などの連絡先の

記入のないものにつきましては、市のホームページおよ

び広報紙でお答えしています。ホームページには随時掲

載していますが、広報紙は月に１回の発行であり、どう

してもお答えを掲載するのに時間がかかってしまいます。

また、広報紙では紙面が限られているためご意見やお答

えを一部割愛して掲載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先などが記されていたご意見

では、ご意見の内容を確認させていただき、できる限り

正確でていねいな回答をお返しするように努めています。

お名前や連絡先などが記されていないご意見につきまし

ては、再質問的に何度もいただいているご意見もあります。

正確な回答をできるだけ速やかにお返しするために、住

所をはじめ、お名前・連絡先などをぜひご記入ください。 

★★投稿に際してのおねがい★★★★投稿に際してのおねがい★★ ★★投稿に際してのおねがい★★ 

国道178号とフルーツラインを結ぶ市道木津田村線。

踏切では対向車の通過を待たなければなりません 

網野体育センター２階の一室を利用している 

　　　　　　　　　　　　「網野放課後児童クラブ」 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

平成18年５月 平成18年５月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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補助金額 

375,000円 

438,000円 

555,000円 

1,044,000円 

1,752,000円 

2,340,000円 

2,670,000円 

区　　　分 

床面積130㎡未満 

床面積130㎡以上 

２世帯住宅 

宿 泊 施 設 

〃 

〃 

〃 

　水は「生命の源泉」であり、私たちの生活に欠かすことはできません。 

　私たちは、毎日の生活の中で、炊事、洗濯、お風呂…とたくさんの水を使います。 

　海や川や湖の主な汚れの６割が家庭から出される生活雑排水だと言われています。つまり、汚染原因のほと

んどが、私たちの生活に起因しているのです。 

　市では、これらの水質汚濁を防止する目的で、下水道、農業・漁業等集落排水整備とあわせて、浄化槽の普

及を進めています。 

現在、浄化槽を使用されているかたへ 

　浄化槽（単独浄化槽を含みます）は、適正な維持管理を行わなければ水質浄化はできません。定期的な浄化

槽の保守管理、清掃など適正な維持管理をお願いします。 

　また、浄化槽管理者のかたは、次のことにご注意ください。 

■浄化槽の使用を止めたかたは、市に浄化槽廃止届をご提出いただく必要があります。 

■浄化槽法定検査を、必ず受検してください。（未受検者のかたは、（社）京都保健衛生協会に、受検のお申し込

みを行ってください） 

■単独処理浄化槽を使用されているかたは、早期に浄化槽（※注）への切り替えをお願いします。 

　　　（注）浄化槽…以前は、し尿のみを処理する単独処理浄化槽と、し尿と生活雑排水を処理する合併処理

浄化槽がありましたが、平成12年の浄化槽法の改正により、単独処理浄化槽の新設が原

則、禁止されたことにより、名称が「浄化槽」に統一されました。 

　市では、公共用水域の水質保全を目的として、浄化槽を設

置されるかたに補助金を交付する制度を設けています。 

　補助金は、次の要件を満たすかたを対象として交付します

ので、補助金を希望されるかたは、下水道課にあります用紙

でお申し込みください。なお、定員になり次第、補助金の交

付は終了させていただきますので、ご了承ください。 

■補助対象者…現在、京丹後市内に在住および移住を計画

されているかた 

■補助対象建物…①住宅　 ②簡易宿泊所および旅館 

■補助対象地域…市内全域 

　　　　　　　　　※ただし、現在、集合処理（下水道・集

落排水）および市が設置する浄化槽に

より整備を予定されている地域は、補

助金を交付することができませんので、

詳しくは下水道課へご確認ください。 

下水道・集落排水処理区域のみなさんは、一日も早い下水道への接続をお願いします 

■浄化槽法定検査に関するお問い合わせ（法定検査のお申し込み） 

　　　　　　　　　　　　　　(社)京都保健衛生協会（☎075-681-1727） 

■浄化槽に関するお問い合わせ　市役所上下水道部下水道課（☎69-0550） 

　　　　　　　　　　　　　　丹後保健所（☎62-1361） 

お問い合わせ先 

平成18年度に浄化槽を設置予定のかたへ 

人槽区分 

５人 

７人 

10人 

11～20人 

21～30人 

31～50人 

51人以上 

■補助金額 

浄化槽に関するおしらせ 浄化槽に関するおしらせ 市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内

５月の休館日 
15日（月）・22日（月）・29日（月） 

６月の休館日 
１日（木）・５日（月） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の５月10日以降、次号発行日
の６月９日までを掲載しています。 

　市立図書館において、平成17年度中に新しく利用登録

されたかたは1,832人で、合併後２年目の貸出冊数も昨

年度に引き続き30万冊台を超えました。 

　毎月、第３土曜日の14：00から、ボランティアグル

ープ「虹色のたね」のみなさんによる、３歳児から保

育園児を対象とした「絵本の読みきかせ」を実施して

います。また、第４水曜日の10：30から開催している

乳幼児を対象にした「おはなし会」では、絵本の読み

聞かせの後に、色画用紙などを使っての工作を行うな

ど、子どもたちやお母さんの交流の場として、図書室

をより一層身近に感じられる取り組みを行っています。

ぜひ、お越しください。 

　網野町出身で全国的に活躍されている絵本作家

の梅田俊作さんの新刊です。 

　山すその小さな入り江にある過疎の村・漁火村

の宝である漁火分校の子どもたちは、転校してき

たナツミ姉弟をいれて、やっと９人。分校閉鎖の

危機を乗り越えていく村の子どもと、元気な大人

たちの姿をあつく描いた本です。 

　梅田俊作さんは絵本やエッセイなど多数の著作

があり、いじめをテーマにした長編絵本『しらん

ぷり』(第3回日本絵本大賞受賞・ポプラ社）、『14

歳とタウタウさん』(第4回日本絵本賞選考委員特

別賞受賞・ポプラ社）は、多くの読者の共感をよ

んでいます。温かみのある絵で、ほかにも心がほ

っとする絵本をたくさん描いておられます。親子

で読んでみませんか。 

　市立図書館（室）では、すべての館（室）で「読み

聞かせ」を実施しています。開催日時などは各館（室）

へお問い合わせください。 

弥栄図書室 

さらに親しみやすい図書館に！ 
平成平成17年度市立図書館利用状況（速報）年度市立図書館利用状況（速報） 平成17年度市立図書館利用状況（速報） 

『本は心の栄養』

幼い時からなるべくたくさんの

　　　　　　　よい本に接する機会を

『本は心の栄養』

幼い時からなるべくたくさんの

　　　　　　　よい本に接する機会を

Ｈ17年度貸出冊数の内訳 

（単位：冊） 

平成15年度 
（合併前） 

平成16年度 平成17年度 

峰山図書館 

あみの図書館 

大宮図書室 

弥栄図書室 

丹後図書室 

久美浜図書室 

　合　　計 

77,834 

149,210 

25,950 

20,712 

18,183 

15,190 

307,079

　今後も、親しみやすい図書館（室）として、市民

のみなさんの『本棚』となるようなさまざまな取り

組みをしていきたいと考えています。 

　市内図書館（室）はすべて利用できますが、地元

の図書館（室）に希望する図書がない場合は、市内

や京都府内などの他の図書館（室）から本を取り寄

せることができ、その数は年間約3,000冊にもなりま

す。また、リクエストに応じて購入できる場合もあ

りますので、調べたいこと、読みたい本などがある

場合は、図書館の職員にご相談ください。できる限

りお手元にお届けしたいと考えています。 

　図書館に対するご意見・ご要望をお待ちしています。 

新刊と著者紹介 

『漁火海の学校』　梅田俊作　作・絵 

平成18年５月 平成18年５月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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人口・世帯数 

男　　　31,137人 

女　　　33,563人 

計　　　64,700人 

世帯数　22,004世帯 

　　（４月１日現在） 

斎
宮
初
午
祭 

京
丹
後
ち
り
め
ん
祭 

元気に「竹野テンキテンキ」を奉納元気に「竹野テンキテンキ」を奉納

華やかに「丹後ちりめん」の魅力をＰＲ華やかに「丹後ちりめん」の魅力をＰＲ

　
丹
後
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
斎
宮
初
午
祭
（
い

つ
き
の
み
や
は
つ
う
ま
さ
い
）
」
が
、
三
月
二
十
六

日
に
竹
野
（
た
か
の
）
神
社
（
丹
後
町
竹
野
）
境
内

で
開
か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。 

　
同
祭
は
、
五
穀
豊
穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
や
大
漁
、

商
売
繁
盛
を
祈
願
し
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統

行
事
。 

　
こ
の
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
の
祭
礼
に
続
い
て
、

竹
野
小
学
校
の
二
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
六
人
が
、

京
都
府
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
竹
野
テ
ン

キ
テ
ン
キ
」
踊
り
を
奉
納
し
、「
こ
え
か
け
、
こ
え
か

け
は
じ
め
よ
う
テ
ン
キ
テ
ン
キ
」
と
元
気
な
掛
け
声

が
境
内
に
響
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
境
内
一
帯

に
は
地
元
の
か
た
に

よ
る
露
店
が
立
ち
並

び
、
岩
木
そ
ば
や
サ

ザ
エ
、
ハ
タ
ハ
タ
、

ジ
ン
バ
飯
な
ど
の
海

産
物
が
人
気
を
集
め

る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
「
奉

納
剣
道
大
会
」
も
開

か
れ
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
自
然
に
い
だ
か

れ
な
が
ら
春
の
一
日

を
存
分
に
楽
し
み
ま

し
た
。 

　
京
丹
後
市
の
春
を
彩
る
恒
例
の
「
京

丹
後
ち
り
め
ん
祭
」（
京
丹
後
ち
り

め
ん
祭
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、

四
月
の
十
五
日
・
十
六
日
の
二
日
間
、

ア
ミ
テ
ィ
丹
後
（
網
野
町
網
野
）

周
辺
を
会
場
に
開
か
れ
、
多
彩
な

催
し
が
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。 

　
同
祭
は
、
旧
網
野
町
時
代
か
ら
、

「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
今
年
で
五
十
六
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
「
呉
楽
市
」
と
題
し

た
「
き
も
の
」
の
展
示
・
即
売
を

は
じ
め
、
無
料
着
物
レ
ン
タ
ル
・

着
付
コ
ー
ナ
ー
、
手
機
実
演
、
染

色
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

通
し
て
「
き
も
の
」
の
よ
さ
を
存
分

に
ア
ピ
ー
ル
。 

　
ま
た
、
十
六
日
に
は
屋
外
ス
テ

ー
ジ
で
、
男
性
に
も
着
物
の
魅
力

を
紹
介
し
よ
う
と
初
め
て
企
画
さ

れ
た「
か
ぶ
く
男
の
き
も
の
シ
ョ
ー
」

や
ち
り
め
ん
小
唄
踊
り
、
よ
さ
こ

い
踊
り
な
ど
が
華
や
か
に
繰
り
広

げ
ら
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
今
秋
に
「
丹
後
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
仮
称
）
」
と

し
て
、
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
高
付

加
価
値
化
を
め
ざ
す
事
業
を
行
う

と
と
も
に
、
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
や

「
シ
ル
ク
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

　
十
六
日
に
は
、
織
物
と
養
蚕
（
よ
う

さ
ん
）
の
神
を
祀
（
ま
つ
）
る
蚕
織
（
こ

お
り
）
神
社
（
網
野
町
網
野
）
で
、「
祈

願
祭
」
が
行
わ
れ
、
丹
後
ち
り
め
ん
の

継
承
と
発
展
を
願
い
ま
し
た 
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